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員異動

>日 本山岳会事務取扱時間

月,火,木,土曜 10時～20時

水,金曜     13時～20時

日曜・祭日は休み

>図書室開室時間
日曜・祭日・月曜を除く毎日
13時～20時

お
知
ら
せ
テ
ー
プ
電
話

２３
六
六
五
九

Ｑ
Ｊ

日
本
山
岳
会
が
包
含
す
る

当
面
の
問
題
点
に
つ
い
て

会
長
就
任
後
、
初
の
理
事
会

（五
月
二
十

八
日
）
で
、
私
の
抱
い
て
い
る
問
題
点
を
項

目
の
み
提
示
し
、
六
月
、
七
月
の
理
事
会
で

時
間
を
か
け
て
、
自
由
な
討
論
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
以
下
簡
単
に
そ
れ
を
あ
げ
、
若
千

の
説
明
を

つ
け
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

説
明
は
問
題
意
識
の
提
示
に
と
ど
め
、
自

由
な
討
議
の
中
で

（私
の
提
示
し
た
問
題
点

の
ほ
か
に
つ
け
加
え
た
も
の
も
含
め
て
）
九

月
の
理
事
会
あ
た
り
で
、　
一
応
の
整
理
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
会
員
各
位

の
自
由
な
ご
意
見
も
お
寄
せ
い
た
だ
き
た

い
。
た
だ
し
、
全
員
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
は
と

ら
ず
、
本
部
か
ら
直
接
支
部
の
意
見
等
も
吸

い
上
げ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

会
長

藤

平

正

夫

■
私
が
考
え
る
内
外
の
問
題
点

①
九
十
周
年
事
業

一
九
九
五
年
十
月
十
四
日
が
九
十
周
年
に

な
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

②
組
織
改
正
と
内
部
体
制
の
整
理

前
会
長
の
と
き
取
り
組
ん
だ
が
、
ど
う
も

徹
底
を
欠
い
た
結
果
と
な

っ
た
。
ク
ラ
ブ
と

し
て
の
具
体
的
性
格
と
整
合
性
を
考
え
な
が

ら
、
各
委
員
会
の
見
直
し
や
新
し
い
有
機
的

な
組
織
を
考
え
た
い
。

③
同
好
会
グ
ル
ー
プ

数
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
る

が
、
本
部
と
し
て
い
か
な
る
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
の
か
。

④
支
部
に
つ
い
て

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
本
部
と

支
部
と
の
関
係
は
難
し
く
な
る
の
が
通
例
で

あ
る
。
当
会
で
も
既
に
そ
の
徴
候
を
兆
し
て

い
る
。

⑤
若
年
層
の
強
化

人
口
構
成
の
変
化
や
学
校
山
岳
部
の
空
洞

化
な
ど
の
結
果
、
当
会
の
平
均
年
齢
は
五
十

四
歳
を
超
す
よ
う
に
な

っ
た
。
や
む
を
え
な

い
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
会
の
生
命
力

維
持
の
た
め
に
も
若
年
層
強
化
を
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
若

年
会
員
の
活
発
な
意
見
を
期
待
し
、
そ
れ
に

よ

っ
て
有
効
な
対
策
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
パ
こ
の
項
目
は
考
え
な
が
ら
も
、
つ
い

う

っ
か
り
と
書
き
落
と
し
、
理
事
会
の
な
か

で
問
題
提
起
さ
れ
、
追
加
し
た
も
の
）

以
上
が
山
岳
会
内
部
の
問
題
だ
が
、
対
外

的
な
問
題
と
し
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑥
環
境
問
題

近
年
急
速
に
高
ま

っ
た
環
境
保
全
の
問
題

は
、
当
会
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
ほ

と
ん
ど
山
岳
会
内
部
の
議
論
に
と
ど
ま

っ
て

い
た
自
然
保
護
や
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
に
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な

っ
た
環
境
保
全
が
直
撃
　
＞

し
た
の
で
あ
る
。
地
方
支
部
の
問
題
も
か
ら
　
１

み
、
こ
の
対
応
に
苦
慮
を
重
ね
る
こ
と
が
多
　
＜

か

っ
た
。
日
本
を
代
表
す
る
当
会
の
動
向
が

問
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
こ
れ
は
国
際
的
な
拡
が
り
を
持

つ
大
き
な
流
れ
で
、
次
に
掲
げ
る
国
際
化
と

か
ら
み
、
い
わ
ゆ
る
業
際
の
問
題
で
も
あ
り
、

組
織
的
に
も
解
決
を
強
い
ら
れ
て
き
て
い
る
。

⑦
国
際
化
対
応

外
国
か
ら
の
日
本

へ
の
登
山
者
が
近
年
激

増
し
て
お
り
、
各
所
で
摩
擦
を
お
こ
し
て
い

る
。
受
入
れ
体
制
の
立
ち
遅
れ
は
明
か
で
あ

り
、
単
に
登
山
の
問
題
で
な
く
文
化
摩
擦
で

あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
必
然
的
に
Ｊ
Ｍ
Ａ
、
Ｕ

Ｉ
Ａ
Ａ
と
の
関
係
に
も
か
か
わ

っ
て
く
る
。

私
の
提
起
し
た
問
題
点
は
以
上
だ
が
、
二
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回
の
理
事
会
を
通
じ
て
、
本
部
の
事
務
所
狭

院
の
解
決
、
財
政
強
化
等
も
い
ろ
い
ろ
論
議

さ
れ
た
。

こ
の
際
私
の
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
、
ひ
い

て
は
山
岳
会
の
運
営
に
つ
い
て
の
基
本
的
考

え
方
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

■
四
年
間
の
副
会
長
経
験
か
ら

大
量
の
経
常
事
務
処
理
に
埋
没
し
て
、
理

事
会

の
本
来
的
機
能
が
低
下
し
て
い
た
こ

と
。
い
い
か
え
れ
ば
基
本
的
問
題
点
と
将
来

へ
つ
な
ぐ
論
議
が
全
く
な
さ
れ
な
か

っ
た
こ

と
で
あ
る
。
ナ
ム
チ
ャ
や
山
研
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｊ
な
ど
巨
大
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
あ

っ
た
に
し

て
も
で
あ
る
。

こ
う
し
た
認
識
か
ら
前
述
の
問
題
提
起
を

行

っ
た
が
、
私
は
壮
大
な
長
期
計
画
は
好
ま

な
い
。
長
年
の
会
社
勤
め
で
計
画
が
立
派
に

で
き
れ
ば
で
き
る
ほ
ど
、
達
成
の
た
め
の
計

画
で
な
く
見
透
か
し
に
な

っ
て
し
ま

っ
て
、

日
標
達
成
や
問
題
解
決
の
性
格
を
失
う
こ
と

が
多
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
個
別
の

実
行
計
画
の
積
み
上
げ
が
、
よ
り
実
務
的
で

あ
る
と
思
う
。

柔
軟
性
、
弾
力
性
を
重
視
し
た
い
。
こ
う

い
う
激
変
す
る
状
況
の
も
と
で
は
、
画

一
的

な
こ
だ
わ
り
を
で
き
る
だ
け
避
け
て
臨
機
の

対
応
を
考
え
た
い
。
国
際
問
題
な
ど
は
、
ま

さ
に
然
り
で
あ
る
。
連
絡
を
密
に
し
て
、
協

調
を
旨
と
し
て
い
き
た
い
。
会
の
運
営
の
基

本
は
、
多
様
性
を
包
含
し
な
が
ら
会
と
し
て

の
歩
み
の
筋
を
通
す
こ
と
と
考
え
る
。

四
カ
国
語
の

「北
ア
ル
プ
ス
自
然
保
護

・

安
全
登
山
案
内
書
」
を
作
成

自
然
保
護
委
員
会

海
外
か
ら
の
登
山
客
が
言
葉
や
習
慣
の
違

い
か
ら
戸
惑
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

自
然
保
護
委
員
会
で
は
英

。
中

・
韓

ｏ
日
、

四
カ
国
語
の
北
ア
ル
プ
ス
自
然
保
護

ｏ
安
全

登
山
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
計
画
し

た
。
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
環
境
庁
、
山
小

屋
協
議
会
、
豊
科
警
察
署
と
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
ま
た
中
華
民
国
山
岳
協
会
と
も
た

び
た
び
文
書
を
交
わ
し
、
目
的
に
沿
う
簡
潔

な
文
章
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境
庁
で
は
、
こ
れ
に
地
図
を
入
れ
て
印

刷
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
く
れ
て
い
る
が
、

予
算
の
都
合
で
秋
と
な
る
の
で
、
と
り
あ
え

ず
自
然
保
護
委
員
会
の
経
費
で
印
刷
し
、
次

の
よ
う
に
配
布
し
た
。

山
小
屋
関
係
は
、
松
本
側
五
〇
〇
〇
部
、

富
山
側
二
ｏ
Ｏ
Ｏ
部
、高
山
側
二
〇
〇
〇
部
、

中
華
民
国
山
岳
協
会
二
五
〇
ｏ
部
、
韓
国
山

岳
会
未
定

（七
月
二
十
五
日
現
在
、
送
付
先

と
部
数
の
連
絡
待
ち
）
。

こ
れ
ら
は
、
各
山
小
屋
か
ら
外
国
人
登
山

客
に
手
渡
さ
れ
、
ま
た
壁
に
額
縁
入
り
で
掲

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
案
内
書
等

が
作
ら
れ
る
際
に
は
、
原
稿
と
し
て
使
わ
れ

る
。
台
湾
で
は
各
ツ
ー
リ
ス
ト
に
配
布
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
。
韓
国
で
は
、
同
国
の
山

小
屋
に
日
本

へ
行
く
と
き
の
注
意
と
し
て
掲

示
さ
れ
、
ま
た
航
空
会
社
で
複
製
し
て
乗
客

に
配
布
す
る
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
拙
速

で
、
こ
の
よ
う
な
も
の
と

な

っ
た
が
、
来
年
度
は
も

っ
と
魅
力
的
な
、

記
念
品
と
し
て
持
ち
帰
り
た
く
な
る
よ
う
な

も
の
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
こ
の
機

会
に
、
日
本
人
の
登
山
者
も
例
外
な
く
、
外

国
の
登
山
客
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
な
り
た

い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
案
内
書
は
日
本
の
新
聞
、
雑

誌
に
紹
介
さ
れ
た
が
、　
一
部
に
は
発
表
前
の

誤
り
の
あ
る
原
稿
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
本

会
報
の
内
容
が
最
終
的
に
固
ま

っ
た
も
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（大
森
弘

一
郎
）

(2)

軟迎光臨 日本美麗的北阿爾卑新
Northern Japan Alps
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(夏 季登山部分 )
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上/案内書の部分 下/日本文枠抜

(日 本の山を楽しむ外国からのお客様のために)

美しい日本の北アルプスヘようこそ
私たちの 日本の山は美 しい反面、土が軟 らか く非常に傷つきやす

い性質を持 っています。登山者の増えた今、皆で「自然保護憲章」

を作 ってこれを守るように務め、その推進を しています。皆様 もど

うか私たちの活動にご参加下さり、 日本の美 しい山を十分に楽 しん

で下さるようお願いします。

そのための「八つのお願い」

〔夏山用〕

①山の中では決められた道を歩き、道のわきの草原

やお花畑に入らないようにお願いします。

②高山植物を採らないで下さい。花は写真に撮って

お持ち帰り下さい。

③余った食料やゴミは、残さず、お持ち帰 り下さ

い。もちろん煙草の吸い殻も。

④天幕はテント指定地に張って下さい。

⑤稜線の小屋の水は天水で貴重品ですから大切に、

また水場は汚さないように。

⑥山の中のたき火は厳禁です。山小屋での火の始末

も確実にお願いします。

⑦各山小屋の消灯時間を守って下さい。

③非常のときのために登山届けをお出し下さい。保

険には入っていますか。

〔雪山用〕

①冬の北アは非常に厳しい世界です。

②冬山は夏山とは全く違う山です。

③厳冬期には山小屋は閉まっていて入れません。

④登山ルートは地図の登山道と全く変わります。

⑤山小屋の屋根には上がらないで下さい。

⑥雪山では、何も残さないで下山するよう特に気を

付けて下さい。

⑦入山前に届けを県警本部に必ず出して下さい。

③山岳傷害保険に加入していますか。

1 複製歓迎・ 出来るだけ四カ国語を並べてお使い下さい。問 日本山岳会
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越
後

・
坂
戸
山

第

二
回
赤
シ
ャ
ツ
懇
親
山
行

坂
倉
登
喜
子

早
春
の
巻
機
山
麓
清
水
村
は
春
を
待
ち
わ

び
て
芽
生
え
た
草
木
や
、
雪
の
下
か
ら
萌
え

出
た
ば
か
り
の
山
の
幸
が
、
ま
た
今
年
も
私

た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
。

去
年
、
第

一
回
赤
シ
ャ
ツ
の
集
い
を
山
梨

の
四
尾
連
湖
畔

で
催
し
、
翌
日
蛭
ケ
岳

に

登

っ
て
親
交
を
深
め
た
人
達
と
、
第
二
回
は

去
る
五
月
八
日
に
越
後
清
水
「雲
天
」
に

一
泊

し
て
、
坂
戸
山

へ
登

っ
た
。
今
回
は
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス

・
ク
ラ
ブ
で
長
年
続
け
て
恒
例
に

な

っ
て
い
た
、
山
菜
に
詳
し
い
片
岡
先
生
の

ご
指
導
に
よ
る
山
菜
山
行
と
合
同
で
行

っ
た
。

第

一
日
は
越
後
湯
沢
駅
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
分
乗
し
て
、
清
水
の

「雲
天
」
民
宿
に

行
く
。
い
つ
も
な
ら
近
く
の
河
原
で
野
外
の

昼
食
を
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
年
は
残
雪
が

多
く
て
山
菜
も
少
し
下
流
の
場
所
が
採
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
車
道
を
歩
い
て
左
側
の
草

原

へ
、
民
宿
の
ご
主
人
小
野
塚
さ
ん
の
案
内

で
着
い
た
。
人
数
が
多
い
の
で
五
組
に
分
か

れ
て
、
揚
げ
た
て
の
新
鮮
な
山
菜
天
ぷ
ら
を

食
べ
な
が
ら
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
て
、
天
ぷ
ら

パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
し
た
。
残
雪
の
山
々
を
仰

ぎ
、
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
や
カ
タ
ク
リ
、
フ
キ

ノ
ト
ウ
の
咲
く
青
空
の
下
で
の
昼
食
は
最
高

の
饗
宴
だ

っ
た
。

今
回
は
地
元
新
潟
支
部
の
曽
根
さ
ん
が
あ

と
か
ら
車
で
来
て
下
さ
り
、
ビ
ー
ル
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
。
宿
に
戻

っ
て
夕
食
時
に

は
山
田
智
子
さ
ん
か
ら

「越
の
寒
梅
」
を
、

民
宿
か
ら

「
八
海
山
」
を
、
ま
た
片
岡
先
生

手
作
り
の
果
実
酒
な
ど
、
飲
み
物
も
山
菜
料

理
も
た
く
さ
ん
出
て
、
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど

で
大
満
足
だ

っ
た
。
食
後
、
片
岡
先
生
の
山

菜
の
説
明
や
自
己
紹
介
な
ど
を
し
て
、
最
後

に
石
崎
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で

「荒

城
の
月
」
を
歌
い
、
「今
日
の
日
よ
さ
よ
う
な

ら
」
を
合
唱
し
て
就
寝
。

翌
五
月
九
日
、
巻
機
登
山
組
は
午
前
四
時

頃
出
発
。
坂
戸
山
組
は
九
時
二
十
分
頃
、
宿

か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
六
日
町
駅
に
荷
物
を

預
け
て
登
山
口
ま
で
乗
り
、
曽
根
さ
ん
に
途

中
ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
き
、　
一
行
二
十
四

名
で
出
発
し
た
。
当
日
は
無
風
快
晴
、
低
山

な
が
ら
階
段
の
急
坂
で
は
暑
く
て
、
汗
だ
く

の
登
り
を
休
み
休
み
息
を
弾
ま
せ
て
、
よ
う

や
く
二
時
間
半
で
頂
上
着
。
富
士
権
現
神
社

付
近
は
カ
タ
ク
リ
の
群
落
で
、
皆
歓
声
を
あ

げ
、
疲
れ
を
忘
れ
た
。

山
頂
で
昼
食
後
、
早
く
下
山
す
る
二
人
を

見
送
り
、
私
達
は

一
時
半
、
ゆ

っ
く
リ

ニ
オ

イ

コ
ブ
シ

（タ
ム
シ
バ
）
、
ア
カ
ヤ
シ
オ
ツ

ツ
ジ
、
ジ

ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
エ
、
イ
ワ
ウ
チ
ワ
、

イ
ワ
カ
ガ
ミ
、

マ
ン
サ
ク
の
花
な
ど
を
見
な

が
ら
登
山
口
に
下
山
。
再
び
迎
え
て
く
れ
た

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
湯
沢
駅
に
着
き
、
解
散
。

な
お
例
年
の
片
岡
先
生
指
導
に
よ
る
山
菜

採
集
山
行
は
、
二
日
目
も
民
宿
ご
主
人
の
案

内
で
雪
の
消
え
た
低
い
場
所
ま
で
行
き
、
た

く
さ
ん
採
集
で
き
た
。
大
喜
び
で
早
目
に
も

ど
り
、
二
時
頃
出
発
し
て
湯
沢
駅
に
着
い
た

ら
、
先
発
の
坂
戸
組
に
ぱ

っ
た
り
会

っ
て

一

緒
に
帰

っ
た
。
坂
戸
後
発
組
が
湯
沢
駅
で
休

憩
し
て
い
る
と
こ
ろ

へ
巻
機
組
が
下
山
し
て

き
て
合
流
。
お
互
い
に
残
雪
と
花
の
山
歩
き

の
感
激
を
語
り
合
い
、
早
春
の
越
後
の
自
然

に
触
れ
た
喜
び
と
無
事
を
祝

っ
て
、
最
後
の

乾
杯
を
し
、　
一
緒
に
帰
京
し
た
。

今
回
の
山
行
は
魚
沼
新
報
の
取
材
を
受
け

五
月
十
四
日
に
写
真
入
り
で
掲
載
さ
れ
た
。

参
加
者
　
日
本
山
岳
会
二
十
二
名
、
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス

・
ク
ラ
ブ
他
二
十

一
名
、
合
計
四

十
三
名
。
（石
崎
さ
ん
の
連
れ
て
き
た
犬
ケ
ン

一
匹
）

自
然
保
護
運
動
に
活
躍
す
る

九
州
岳
人

山
田
　
格

九
州
地
区
山
岳
会
の
い
く

つ
か
の
団
体

が
、
自
然
保
護
を
か
ね
て
の
山
行
に
、
偶
然

参
加
の
機
会
を
得
ま
し
た
。自
由
参
加
で
す
。

そ
の
主
な
も
の
を
列
挙
し
ま
す
。

■
九
州
脊
稜
の
原
生
林
を
守
る
協
議
会

日
本
各
地
か
ら
の
参
加
者
約
百
名
。　
一
日

目
は
白
鳥
山
の
ブ
ナ
原
生
林
の
現
状
視
察
。

二
日
日
は
国
見
岳
の
ブ
ナ
原
生
林
の
現
状
と

ク
マ
タ
カ
の
生
存
確
認
。

宮
崎
県
側
ブ
ナ
林
は
稜
線
間
近
ま
で
伐
採

さ
れ
、植
栽
復
旧
で
も
数
百
年
は
か
か
ろ
う
。

白
鳥
山
周
辺
上
部
の
自
然
林
は
健
在
で
あ

っ

た
。
後
日
こ
の
会
が
中
心
と
な
り
、
現
地
営

林
署
に
申
し
入
れ
た
が
、
伐
採
範
囲
を
縮
小

す
る
と
の
連
絡
が
あ

っ
た
と
の
こ
と
。
お
か

げ
で
こ
の
地
域
の
自
然
林
は
助
か
り
そ
う
。

国
見
岳
の
熊
本
県
側
に
い
く
ら
か
の
ブ
ナ
　
＞

原
生
林
、
こ
れ
は
助
か
り
そ
う
。
そ
の
関
係
　
３

で
か
、輪
を
描
く
四
羽
の
ク

マ
タ
カ
を
目
視
。　
＜

こ
の
山
域
は
渡
り
鳥
の
休
憩
地
で
、
密
猟
や

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
盗
掘
も
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
大
崩
山
登
山
道
路
建
設
に
反
対
の
会

祖
母
傾
国
定
公
園
の
南
端
に
あ
り
、　
一
帯

は

「森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
大
崩
山
の
祝
子
川
側
の
谷
々
は
、

深
い
断
崖
渓
谷
と
奇
怪
な
岩
塔
群
が
連
続
し

て
い
て
、
九
州
で
は
特
異
な
地
域
で
あ
る
。

最
近
地
元
自
治
体
が
、
山
村
活
性
化
林
業
構

造
改
善
事
業
、
予
算
六
、
三
〇
〇
万
円
で
現
在

の
林
道
を
、
和
久
塚
岩
塔
直
下
の
七
合
目
ま

で
延
長
拡
張
し
て
全
面
舗
装
し
、
終
点
に
駐

車
場
や
展
望
台
を
造

っ
て
観
光
客
を
誘
致
、

老
人
や
子
供
で
も
和
久
塚
登
山
が
で
き
る
よ

東西南北

ヱ_、、、、 ミ≧、



(第二種郵便物認可)山  580-199309020

う
に
登
山
道
も
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

和
久
塚
ま
で
は
健
脚
者
で
三
時
間
か
か
る

岩
壁
ま
じ
り
の
急
斜
面
の
照
葉
樹
林
帯
だ

が
、
観
光
道
路
が
完
成
し
た
ら
自
然
破
壊
は

確
実
だ
ろ
う
と
、
延
岡
山
友
会
や
自
然
保
護

関
係
者
が
反
対
運
動
を
し
て
い
る
。
し
か
し

組
織
が
小
さ
く
、
押
し
切
ら
れ
そ
う
だ
。
大

崩
山
に
登

っ
て
み
て
、
こ
の
自
然
だ
け
で
も

そ

っ
と
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
…
…
と
は

私
の
エ
ゴ
か
？

■
九
重
連
峰
の
混
雑
と

坊
ヶ
ツ
ル
の
わ
だ
ち
跡

私
は
十
回
ほ
ど
九
重
に
入

っ
た
。
当
初
は

素
晴
ら
し
い
山
域
だ

っ
た
が
、
「
や
ま
な
み

ハ

イ
ウ
エ
イ
」
が
で
き
て
か
ら
急
速
に
破
壊
が

進
行
し
て
、
現
在
は
目
を
覆
い
た
く
な
る
。

先
日
も
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
平
治
岳
に
登

っ

た
が
、
こ
の
山
だ
け
で
も
数
万
の
人
出
で
大

混
雑
。
山
麓
の
道
路
は
大
渋
滞
。
坊
ヶ
ツ
ル

の
草
原
は
車
の
わ
だ
ち
跡
が
日
立

つ
。
こ
こ

に
通
じ
る
大
船
林
道
は
、
山
麓
に
ゲ
ー
ト
は

あ
る
が
、
温
泉
小
屋
な
ど
の
資
材
運
搬
車
は

通
行
で
き
る
。
当
然
、
新
奇
を
求
め
る
車
運

転
族
が
進
入
、
国
立
公
園
を
荒
ら
し
回
る
。

…
…
こ
の
林
道
は
廃
止
し
、
営
業
小
屋

へ
の

物
資
運
搬
は
ボ

ッ
カ
か
ヘ
リ
に
切
り
替
え
、

そ
の
費
用
は
宿
泊
者
が
負
担
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
と
は
そ
の
夜
、
環
境
庁

・
長
者
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
、
阿
蘇
九
重
自
然
保
護

山

の
仲
間
の
懇
親
会

で
の
討
論

で
あ

っ
た

が
、
地
元
民
の
生
活
に
直
結
す
る
こ
と
だ
け

に
、
結
論
は
で
な
か

っ
た
。
参
加
は
、
天
草

山
の
会
な
ど
、
熊
本
、
大
分
、
佐
賀
、
長
崎

に
地
元
関
係
者
で
約
四
十
名
。

■
諫
早
湾
干
拓
工
事
と
渡
り
鳥
対
策

千
拓
の
是
非
は
、
工
事
が
進
行
中
な
の
で

議
題
か
ら
外
し
、
千
潟
を
中
継
地
と
し
て
い

る
渡
り
鳥
の
今
後
と
、
繁
殖
地
の
確
認
。
参

加
者
に
そ
の
道
の
専
門
家
が
い
て
、
現
況
と

今
後
の
対
策
な
ど
の
説
明
が
あ

っ
た
。

そ
の
他
に
天
草
西
海
岸
三
県
観
光
道
路
な

ど
、
自
然
環
境
破
壊
に
つ
な
が
り
そ
う
な
話

も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
中
央
で
は
気
づ

か
ぬ
自
然
破
壊
の
計
画
が
目
白
押
し
で
、
そ

れ
を
押
し
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
も

大
勢
い
る
こ
と
が
判

っ
て
心
強
く
な

っ
た
。

山
と
自
然
の
断
章
Ｄ

岡
村
治
信

■
浅
間
尾
根

奥
多
摩
の
浅
間
尾
根
は
、
春
に
な
れ
ば
い

た
る
と
こ
ろ
に
山
吹
と

つ
つ
じ
の
花
に
飾
ら

れ
た

一
時
期
を
迎
え
る
。
様
々
な
花
の
色
が

命
の
限
り
に
燃
え
盛

っ
て
、
こ
れ
ま
た
燃
え

る
よ
う
な
新
緑
の
中
に
点
綴
し
て
い
る
光
景

は
、
そ
れ
を
描
写
し
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の

人
に
、
そ
の
能
力
の
不
足
を
思
い
知
ら
せ
る

に
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
も
し
落
葉
松
の

森
に
、
清
純
な
若
葉
の
芽
が

一
斉
に
萌
え
出

て
い
る
の
と
併
せ
観
賞
す
る
な
ら
ば
、
誰
し

知識と行動は

男」?

関塚貞亨

自
然
保
護
協
会
は
、
多
く
の
人
に
自
然

の
仕
組
み
を
教
え
て
、
環
境
問
題

へ
の
関

心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
に
自
然
観
察
指

導
員
を
養
成
す
る
講
座
を
開
い
て
い
る
。

十
年
ほ
ど
前
に
な
ろ
う
か
、
数
人
の
自
然

保
護
委
員
と

一
緒
に
、
武
蔵
御
岳
で
開
か

れ
た
東
京
地
区
の
講
座
に
参
加
し
た
。

御
岳
神
社
の
宿
坊
の
講
堂
で
開
か
れ
た

講
座
の
ほ
か
、
男
女
ほ
ぼ
半
数
の
参
加
者

が
十
人
ず

つ
の
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

ベ
テ
ラ
ン
指
導
員
に
連
れ
ら
れ
て
、
神
社

近
く
の
公
園
で
野
外
実
地
講
習
と
、
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
実
習
の
成
果
を
披
露
す
る

テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
野
外
講
座

の
参
加
者
の
行
動
に
不
思
議
な
こ
と
を
発

見
し
て
、
い
ま
だ
に
ど
う
い
う
こ
と
か
分

ら
な
い
で
い
る
。

公
園
の
道
は
幅
二
房
ぐ
ら
い
、
ベ
ン
チ

の
あ
る
と
こ
ろ
は
幅
十
房
ぐ
ら
い
の
広
場

に
裸
地
化
し
て
あ
る
。
講
師
は
広
場

へ
さ

し
か
か
る
と
話
を
始
め
る
の
で
、
実
習
生

は
講
師
の
ま
わ
り
に
集
ま
り
、
広
場

一
杯

に
広
が

っ
て
歩
く
か
た
ち
に
な
る
。
公
園

は
、
人
が
あ
ま
り
歩
か
な
い
と
み
え
て
、

イ
タ
ド
リ
な
ど
の
野
草
が
、
道
や
広
場
の

一
部
を
侵
蝕
し
は
じ
め
て
い
る
が
、
実
習

生
た
ち
は
、
あ
る
人
は
野
草
や
若
芽
を
ま

た
い
だ
り
、
よ
け
た
り
し
な
が
ら
歩
き
、

あ
る
人
は
無
頓
着
に
野
草
を
踏
み
し
だ
い

て
、
歩
い
て
い
た
。

よ
く
見
る
と
、
野
草
を
よ
け
て
歩
い
て

い
る
人
も
、
意
識
し
て
ま
た
い
で
い
る
よ

う
に
は
見
え
な
い
。
半
ば
無
意
識
に
行
動

し
て
い
る
よ
う
で
、
無
頓
着
に

一
定
の
リ

ズ
ム
で
歩
い
て
い
る
人
と
同
様
に
、
講
師

の
話
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
歩

い
て
い

る
。
自
然
観
察
指
導
員
の
講
習
を
受
け
よ

う
と
い
う
人
た
ち
だ
か
ら
、
自
然
や
環
境

に
無
関
心
な
は
ず
は
な
い
。
知
識
も
水
準

以
上
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
三
分
の

一
の

人
は
、
道
の
野
草
を
踏
ん
で
気
が
つ
か
な

い
。
男
だ
け
で
は
な
い
。
女
の
人
に
も
い

た
か
ら
、
性
別
は
関
係
な
い
。
ど
う
し
て

そ
う
な
る
の
か
不
思
議
で
、
い
ま
だ
に
考

え
て
い
る
。

山
路
を
歩
い
て
い
て
、
蟻
や
尺
取
虫
を

よ
け
る
人
と
、
無
頓
着
に
歩
い
て
い
る
人

と
、
ど
ち
ら
が
環
境
問
題
に
熱
心
か
は
別

の
問
題
の
よ
う
に
思
う
。
道
の
草
や
虫
に

無
頓
着
な
人
が
ト
ラ
ス
ト
運
動
や
、
ブ
ナ

基
金
の
金
集
め
に
功
績
を
あ
げ
た
り
す
る

か
ら
、人
間
と
い
う
存
在
は
複
雑
で
あ
る
。

(4)
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も
そ
の
み
ご
と
な
色
彩
と
自
然
の
生
命
の
饗

宴
に
、
わ
れ
を
忘
れ
る
に
違
い
な
い
。

私
も
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
時
に
沸
き

た

つ
情
感
を
ど
う
説
明
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
。
い
や
、
強
い
て
説
明
す
る
こ
と
じ
た

い
不
可
能
で
あ
り
、
不
必
要
で
あ
る
。
た
だ

心
の
底
か
ら
自
然
の
息
吹
に
融
合
し
、
共
感

し
て
、
そ
の
生
命
力
に
触
れ
ら
れ
る
だ
け
で

十
分
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
情
感
が
、
ど
の

よ
う
に
浄
く
高
く
美
し
い
も
の
で
あ
る
か

は
、
そ
れ
を

一
度
で
も
真
に
味
わ

っ
た
こ
と

の
あ
る
人
々
の
間
で
は
、
何
ら
の
表
現
を
も

必
要
と
せ
ず
に
、
む
げ
に
無
限
に
融
合
し
あ

う
の
で
あ
る
。

■
自
然
は
山
で
輝
く

わ
れ
わ
れ
が
日
常
の

「文
化
生
活
」
に
追

わ
れ
て
い
る
と
き
、身
の
ま
わ
り
の
「自
然
」

に
あ
ま
り
関
心
を
も
た
な
い
。
そ
ん
な
乾
い

た
心
に
と
ま
る

「自
然
」
は
、
せ
い
ぜ
い
路

傍
の
花
で
あ

っ
た
り
、
た
ま
に
飛
来
す
る
野

鳥
で
あ

っ
た
り
、
樹
間
を
洩
れ
る
月
の
光
や

窓
を
う

つ
雨
滴
で
あ

っ
た
り
す
る
。
そ
れ
ら

も
ろ
も
ろ
の
自
然
は
、
統

一
も
な
く
そ
れ
ぞ

れ
が

一
つ
一
つ
の
自
然
で
あ
る
こ
と
を
人
に

訴
え
は
し
て
も
、
そ
れ
以
上
の
も
の
と
は
な

り
難
い
。

け
れ
ど
も
、
山
に
入

っ
て
、
日
常
の
煩
雑

さ
と
絶
縁
し
た
と
た
ん
に

「自
然
」
は
が
ぜ

ん
、
そ
の
人
の
た
め
に
勢
い
づ
く
。
鳥
の
声

は
軽
や
か
に
永
遠
を
謳
い
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ

は
悦
び
に
満
ち
、
草
や
木
も
、
地
に
伏
し
た

病
葉
さ
え
深
い
生
命
と
意
味
を
語
り
か
け

る
。
し
か
も
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
に
、
人
間
は

自
然
に
よ

っ
て
育
ま
れ
、
か

つ
自
然
に
よ

っ

て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ

る
。
こ
の
不
思
議
な
啓
示
は
い
っ
た
い
ど
こ

か
ら
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
見
極
め

る
こ
と
は
、
人
間
の
知
恵
を
超
え
た
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
ふ
だ
ん
の
雑

然
と
し
た
個
々
の
「自
然
」
が

「山
」
に
よ

っ

て
集
約
さ
れ
象
徴
さ
れ
る
と
き
、
す
べ
て
が

整
然
と
し
た
体
系
の
も
と
に
総
合
的
に
存
在

す
る
に
い
た
り
、
同
時
に
ほ
ん
と
う
の
自
然

の
英
知
と
美
し
さ
が
輝
き
は
じ
め
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

■
年
を
忘
れ
る

中
央
ア
ル
プ
ス
の
横
尾
岳
か
ら
木
曽
殿
越

（峠
）
に
急
降
下
し
た
と
こ
ろ
に
山
小
屋
が

あ
る
。
そ
の
屋
根
を
真
下
に
見
な
が
ら
よ
う

や
く
峠
に
降
り
た

つ
こ
ろ
、
山
小
屋
の
主
人

ら
し
い
人
が

一
生
懸
命
こ
ち
ら
を
見
上
げ
て

い
る
。
い
よ
い
よ
近
づ
く
と
、
彼
は
私
の
顔

を
し
げ
し
げ
見

つ
め
な
が
ら
声
を
か
け
た
。

「
い
ま
通

っ
て
行

っ
た
二
人
パ
ー
テ
ィ
ー
の

話
だ
が
、
こ
の
上
を

一
人
の
じ
い
さ
ん
が
危

な

っ
か
し
い
足
ど
り
で
降
り
て
来
る
。
さ

っ

さ
と
追
い
越
し
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
が
大

丈
夫
か
な
、
と
い
か
に
も
心
配
そ
う
だ

っ
た

の
で
、
わ
し
も
ち
ょ
っ
と
見
に
き
た
と
こ
ろ

だ
」私

は
な
に
げ
な
く
答
え
た
。
「
ほ
う
、
そ
ん

な
お
じ
い
さ
ん
が
い
た
か
な
あ
。
ぼ
く
は
見

か
け
な
か

っ
た
よ
」

す
る
と
彼
は
声
を
大
き
く
し
て

「
お
客
さ
ん
、
あ
ん
た
で
す
よ
。
あ
ん
た
の

こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
で
す
よ
」

こ
れ
に
は
返
す
言
葉
も
な
か

っ
た
。
山
に

入
れ
ば
す

っ
か
り
年
齢
を
忘
れ
、
昔
と
同
じ

ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
る
つ
も
り
だ
け
れ
ど
、

他
人
が
見
る
と
そ
ん
な
に
心
も
と
な
く
感
ず

る
の
だ
ろ
う
か
。
―

時
計
は
ま
だ
十
二
時

を
ま
わ

っ
た
ば
か
り
だ

っ
た
が
、
そ
の
日
は

こ
の
山
小
屋
に
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ

は
こ
の
小
屋
が
出
し
て
く
れ
る

「特
製
冷
や

し
ラ
ー
メ
ン
」
に
惹
か
れ
た
か
ら
で
、
そ
れ

以
外
の
理
由
は
何
も
な
か

っ
た
。
ほ
ん
と
の

話
で
あ
る
。

環
境
庁
長
官
表
彰
を
受
け
て

藤
平
正
夫

ど
う
し
た
風
の
吹
き
ま
わ
し
か
、
第
二
十

五
回
自
然
公
園
大
会
で
標
記
の
表
彰
を
受
け

る
こ
と
に
な

っ
た
。
山
口
県
秋
吉
台
で
七
月

二
十
八
日
授
賞
式

（欠
席
は
ま
か
り
な
ら
ぬ

と
の
こ
と
）
、
今
回
は
特
に
皇
太
子
、
同
妃

殿
下
が
臨
席
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ど
う
し
て
も
両
殿
下
を
拝
見
し
た
い
と
い

う
の
で
家
内
同
道
と
な

っ
た
。
富
山
か
ら
の

長
い
道
の
り
で
、
だ
い
ぶ
疲
れ
て
二
十
七
日

湯
田
に
着
い
た
。

翌
二
十
八

日
は
、
前
日
に
引
き
続
い
て
の

豪
雨
で
、
雨
に
煙
る
秋
吉
台
は
展
望
に
い
さ

さ
か
欠
け
て
い
た
が
、
緑
の
草
原
は
ガ
ス
の

合
間
に
も
、
そ
の
美
し
さ
を
見
せ
て
い
た
。

式
典
は
両
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、
太
鼓
と
吹

奏
楽
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
皮
切
り
に
始
め

ら
れ
た
。

豪
雨
の
中
、
両
殿
下
と
も
大
変
の
ご
様
子

で
あ

っ
た
が
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
大
変
で
、

参
加
し
た
少
年
少
女
が
気
の
毒
で
あ

っ
た
。

長
官
表
彰
は
団
体
二
、
個
人
七
。
見
た
顔
だ

と
思

っ
た
ら

「
五
千
尺
」
の
藤
沢
さ
ん
も
個

人
の
表
彰
者
で
あ

っ
た
。
知
事
表
彰
は
団
体

三
、
個
人
六
で
あ

っ
た
。

午
後
五
時
か
ら
六
時
ま
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
両
殿
下
が
受
賞
者
の
テ
ー
ブ
ル
を
　
＞

中
心
に
ま
わ
ら
れ
、
個
別
に
お
言
葉
を
交
わ
　
５

す
こ
と
が
で
き
た
。
新
築
な

っ
た
山
研

へ
の
　
＜

両
殿
下
の
お
い
で
を
お
願
い
し
て
お
い
た
。

帰
路
は
久
し
く
怠

っ
て
い
た
家
内

へ
の

サ
ー
ビ
ス
と
ば
か
り
山
陰
路
を
ま
わ
り
、
皆

生
で
は
港
さ
ん
は
じ
め
支
部
の
幹
部
の
方
々

と
懇
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ケ
ル
ン
の
回
顧

中
井
修
二

私
の
奥
秩
父

へ
の
山
旅
は
、
い
つ
も
気
ま

ま
な
独
り
旅
が
多
い
が
、
こ
れ
も
そ
の
例
に

背
か
な
い
、
か

つ
て
の
紀
行

（昭
和
五
十
二

年
四
月
二
十
九
日
）
の
よ
み
が
え
り
で
あ
る
。
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今
日
は
天
皇
誕
生
日
で
、
同
期
の
友
の
五

人
に
、
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
た
佳
き
日
で

あ
る
。
私
は
早
朝
、
出
か
け
の
途
中
、
前
夜

書
き
そ
な
え
た
五
氏
宛
て
の
賀
状
を
郵
便
ポ

ス
ト
に
入
れ
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
駅

へ
向

か

っ
た
。

コ
ー
ス
は
曽
遊
の
地
、
三
峰
山
か
ら
雲
取

山

へ
で
あ
る
。
三
峰
山
麓
の
大
輪
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
に
乗
り
継
い
で
山
頂
駅
着
。
歩
き

出
す
前
に
、
東
方
の
山
な
み
妙
法
岳
に
鎮
座

す
る
三
峰
神
社
奥
宮
に
遥
拝
し
た
。

西
参
道
の
杉
並
木
道
を
進
み
下
り
、
東
参

道
の
大
鳥
居
前
に
至
る
と
、
土
産
物
屋
付
近

の
サ
ク
ラ
が
満
開
に
咲
き
ほ
こ

っ
て
美
し

い
。
こ
の
辺
り
の
標
高
は

一
、
一
〇
〇
ド
川
あ
る

か
ら
、
里
で
花
酎
と
な

っ
て
も
サ
ク
ラ
の
苦

は
か
た
く
、
花
の
咲
く
の
は

一
か
月
く
ら
い

遅
れ
、
四
月
末
か
ら
五
月
上
旬
で
、
ち
ょ
う

ど
開
化
前
線
が
上

っ
て
き
た
の
だ
。
サ
ク
ラ

は
ど
こ
に
も
あ
る
花
だ
が
、
四
季
の
流
れ
の

中
で
も
、
こ
の
花
ほ
ど
私
た
ち
の
心
に
深
く

食
い
入

っ
て
い
る
花
は
少
な
い
と
思
う
。
花

見
と

い
え
ば
サ
ク
ラ
に
限
定
さ
れ
る
く
ら

い
、
誰
で
も
待
ち
焦
が
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
幾
度
花
見
を
し
て
も
よ
い
も
の
だ
。
私

は
こ
の
三
峰
神
社
に
は
何
回
も
参
詣
に
き
て

い
る
の
だ
が
、
サ
ク
ラ
の
花
と
の
巡
り
合
い

は
初
め
て
で
、
今
日
の
山
行
に
こ
よ
な
し
の

思
い
出
と
し
て
印
象
づ
け
ら
れ
た
。

杉
林
の
中
の
山
道
を
登

っ
て
、
左
に
妙
法

岳
の
分
岐
を
見
送
り
、
地
蔵
峠
に
着
く
。　
一

体
の
お
地
蔵
さ
ん
が
山
路
を
行
く
人
た
ち
を

見
守
る
よ
う
に
分
岐
点
に
お
わ
し
ま
す
。
左

へ
行
け
ば
大
血
川
渓
谷
に
あ
る
名
刹
太
陽
寺

へ
の
下
り
道
、
右
道
は
僅
か
の
上
り
下
り
で

眺
望
の
よ
い
霧
藻
ケ
峰
に
出
る
。
立
派
な
休

憩
所
と
売
店
が
あ
る
。
こ
の
霧
藻
ケ
峰
に
つ

い
て
の
記
述
は
少
し
昔
に
さ
か
の
ぼ
る
。

昭
和
八
年
八
月
に
秩
父
宮
殿
下
は
妃
殿
下

と
ご

一
緒
に
三
峰
山
に
登
ら
れ
、
昭
和
六
年

に
建
て
ら
れ
た
貴
賓
館

（秩
父
宮
記
念
館
）

に
六
日
間
ご
逗
留
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
当
時

は
燕
岩
と
呼
ん
で
い
た
標
高

一
、
五
二
三
肝

の
こ
の
山
に
妃
殿
下
と
ご
同
伴
で
登
山
さ
れ

た
。
当
時
、
こ
の
付
近

一
体
は
美
し
い
原
生

林
で
、
巨
木
の
枝
に
は
霧
藻
が
多
く
寄
生
し

て
い
た
。
無
名
峰
で
あ

っ
た
こ
の
山
を

「霧

藻
ケ
峰
」
と
呼
ん
だ
ら
と
宮
殿
下
が
命
名
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

宮
殿
下
は
昭
和
二
十
八
年

一
月
四
日
鵠
沼

の
ご
別
邸
で
逝
去
さ
れ
た
が
、
山
の
宮
様
と

お
慕
い
申
し
上
げ
て
い
た
岳
人
た
ち
が
図

っ

て
、
宮
様
の
記
念
碑
を
建
て
る
こ
と
に
な

っ

た
。
奥
秩
父
の
山
で
最
も
宮
様
に
ゆ
か
り
の

深
い
、
こ
の
霧
藻
ケ
峰
の
山
頂
の
岩
壁
に
胸

像
の
レ
リ
ー
フ

（作
者
は
北
村
西
望
先
生
）

を
設
置
し
、
秩
父
山
岳
連
盟
に
よ
り
昭
和
三

十
九
年
七
月

一
日
に
妃
殿
下
の
ご
臨
席
を
得

て
除
幕
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
奥
秩

父
の
山
開
き
式
は
毎
年
六
月

一
日
、
こ
の
記

念
碑
の
前
で
開
催
さ
れ
、
三
峰
神
社
神
官
に

よ
り
山
行
の
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
て
い
る
。

コ
ー
ス
の
お
経
平
、
前
日
岩
、
自
岩
山
を

過
ぎ
る
と
芋
ノ
木
ド

ッ
ケ
付
近
か
ら
は
深
い

原
生
林
地
帯
と
な
り
、
や
や
下
り
気
味
に
下

る
が
、
樹
林
に
妨
げ
ら
れ
て
眺
望
は
得
ら
れ

な
い
。
大
ダ
ワ
に
近
づ
い
た
頃
か
ら
天
候
が

崩
れ
だ
し
、
東
北
方
か
ら
黒
い
雲
が
押
し
寄

せ
、
雷
の
遠
鳴
り
が
聞
こ
え
だ
し
た
。
山
の

午
後
に
あ
り
が
ち
の
兆
候
で
、雨
具
を
着
け
、

大
ダ
ワ
か
ら
は
雲
取
山
荘

へ
の
近
道
と
な
る

尾
根
通
し
の
急
坂
を
あ
え
ぎ
な
が
ら
登
る
。

刻

一
刻
と
迫

っ
て
く
る
寒
冷
前
線
か
、
冷

た
い
風
が
吹
き
出
し
、
大
き
な
雹
が
降

っ
て

き
た
。
雷
鳴
も
近
く
な
り
、
気
は
せ
く
が
、

疲
労
も
加
わ
り
、
足
運
び
も
意
に
な
ら
な
い
。

雹
は
十
分
く
ら
い
で
雪
に
変
わ
り
、
雷
も
遠

の
い
た
の
で
ホ

ッ
と
し
た
。
雲
取
山
荘
に
着

い
た
の
は
午
後
三
時
二
十
分
。
雪
は
降
り
し

き
り
、
四
囲
は
た
ち
ま
ち
白

一
色
の
清
浄
な

幻
想
の
世
界
と
な
る
。
山
荘
前
の
針
葉
樹
林

は
春
雪
に
重
そ
う
に
枝
を
垂
れ
る
。
約
二
時

間
で
雪
は
や
み
、
数
升
ン
積

っ
た
。
山
荘
に
宿

泊
の
若
者
た
ち
は
、
予
期
し
な
か

っ
た
雪
に

喜
び
は
じ
ゃ
い
で
い
る
。

気
温
は
か
な
り
低
く
な

っ
た
の
で
、
夕
食

後
は
早
く
寝
床
に
つ
く
。
ひ
と
眠
り
し
た
の

か
、
寒
さ
で
か
、
ふ
と
目
を
覚
ま
す
。
「
明
る

い
―
お
や
、
も
う
朝
か
」
と
腕
を
見
る
と
ま

だ
十

一
時
、
時
計
は
止
ま

っ
て
い
な
い
。
ガ

ラ
ス
窓
か
ら
の
月
光
だ
。
雪
に
反
射
し
た
月

明
り
が
小
屋
内
に
流
れ
込
ん
で
の
明
る
さ

だ

っ
た
。
私
は
起
き
て
用
足
し
に
外

へ
出
る

と
、
雪
冷
え
に
身
ぶ
る
い
し
た
。
こ
う
こ
う

と
し
た
月
光
と
春
雪
と
の
接
合
を
山
小
屋
で

味
わ

っ
た
の
だ
。
月
は
満
月
で
は
な
く
、
い

く
ら
か
欠
け
て
い
た
。
帰
宅
後
に
暦
を
見
た

ら
旧
暦
二
月
十
二
日
の
月
で
ぁ

っ
た
。

三
峰
か
ら
雲
取

へ
の

一
日
の
山
行
で
、
午

前
は
三
峰
の
サ
ク
ラ
、
午
後
は
雲
取
近
く
で

雪
、
夜
は
月
と
い
う
自
然
の
二
部
作
に
巡
り

合

っ
た
こ
と
は
、
私
の
山
旅
で
は
他
に
例
が

な
い
。
再
び
巡
り
合
え
な
い

一
期

一
会
の
自

然
の
魔
術
に
遅
近
し
た
喜
び
は
、
冥
加
に
尽

き

る
。

明
く
る
三
十
日
。
清
々
し
い
朝
を
迎
え
た
。

五
時
三
十
分
山
荘
を
発
ち
、
前
日
の
雪
を
踏

ん
で
原
生
林
下
を
約
二
十
分
登

っ
て
雲
取
山
　
＞

頂
（
二
、
〇

一
八
肝
）
に
立

つ
。
雪
は
朝
日
に
　
６

ぎ
ら
ぎ
ら
と
ま
ぶ
し
い
。
私
は
い
つ
も
の
慣
　
＜

わ
し
で
、
山
頂
に
お
け
る
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し

て
、
小
石
を

一
つ
拾

っ
て
ケ
ル
ン
に
積
み
捧

げ
て
か
ら
、
連
山
を
展
望
す
る
。
そ
し
て
気

づ
い
た
の
は
、
秩
父
連
峰
で
降
雪
が
あ

っ
た

の
は

一
部
の
山
の
み
で
、
そ
の
中
に
雲
取
山

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
だ

っ
た
。
自
然
現
象

で
は
あ
る
が
、
私
に
は
幸
せ
な
こ
と
で
、
ケ

ル
ン
に
敬
け
ん
な
思
い
を
馳
せ
た
。

雲
取
山
頂
か
ら
南

へ
下
り
、
七
ツ
石
山
に

登
り
、
石
尾
根
の
鷹
ノ
巣
山
、
六
ツ
石
山
と

雪
解
け
し
た
山
道
を
駆
け
下

っ
て
、
奥
多
摩

駅
に
着
い
た
の
は
午
後

一
時
で
あ

っ
た
。
こ

の
山
行
で
得
た
雪

ｏ
月

ｏ
花
の
情
景
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。
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山
梨
支
部

JAC
支部だよリ

張
り
切

っ
て
全
国
大
会
の
準
備
中

山
梨
支
部
も
支
部
員
七
十
九
名
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
の
全
国
支
部
大
会
を
お
引
き

受
け
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
低
迷
か
ら
脱
出

し

つ
つ
あ
る
時
期
な
の
で
、
も
う
少
し
時
間

を
お
い
て
か
ら
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
む
し
ろ
こ
の
機
会
に
支
部
の
総
力
を
あ

げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、　
一
体
化
が
は
か
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め

ま
し
た
。

開
催
に
つ
い
て
は
、
八
月
号
に
も
掲
載
し

ま
し
た
が
、
時
期
は
十
月
二
十
二
日

（土
）

～
二
十
四
日

（
日
）
、
奥
秩
父
瑞
焙
山
周
辺

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
同
時
期
に

開
催
し
て
い
る

『本
暮
祭
』
も
地
元
須
玉
町

の
協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。

七
月
十
七
、
十
八
日
に
、
予
備
調
査
の
た

全国各地の支部から,独自の活動状況を

リポー トします。

め
の
集
会
を
、
建
設
さ
れ
た
ば
か
り
の

「
ミ

ズ
ガ
キ
山
リ
ー
ゼ
ン
ヒ

ュ
ッ
テ
」
で
、
十
九

名
が
出
席
し
て
行
い
ま
し
た
。
準
備
は
順
調

に
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
が
正
念

場
で
す
。
関
係
諸
団
体
と
の
折
衝
も
こ
れ
か

ら
が
本
番
で
す
。
出
席
者
全
員
に
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
と
、
支
部
員

一
同
張
り
切

っ
て
い

ま
す
。

山
梨
県
山
岳
連
盟
の
、
ア
ム
ネ

マ
チ
ン
峰

（六
、
二
八
三
房
）
登
山
隊
に
五
名
の
支
部
員

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
七
月
二
十

一
日
に
甲

府
を
発

っ
て
、
八
月
二
十

一
日
の
帰
国
予
定

日
ま
で
の

一
か
月
間
、
登
頂
成
功
の
ニ
ュ
ー

ス
と
全
員
無
事
の
帰
国
を
願

っ
て
い
ま
す
。

で
は
十
月
、
錦
繍
の
瑞
結
山
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
（
田
村
英
也
）

最
近
の
活
動
状
況

●
秋
の
例
会
　
平
成
四
年
十
月
二
日
、
岩
泉

町
安
家
の
か
む
ら
旅
館
で
開
催
。望
月
達
夫
、

浅
野
孝

一
両
氏
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
十

五
人
が
集
ま

っ
た
。
参
加
者

一
同
の
期
待
も

空
し
く
松
茸
は
不
作
で
あ

っ
た
が
、
七
種
類

の
茸
料
理
を
味
わ

っ
た
。

翌
四
日
は
、
宮
古
の
会
員
渡
辺
さ
ん
の
先

導
で
、
紅
葉
の
美
し
い
野
辺
山
に
登

っ
た
。

最
後
の
ほ
う
を
歩
い
て
い
た
諏
訪
さ
ん
が
林

道
端
で
舞
茸
を
見

つ
け
た
。

〔幹
事
〕
鹿
野
、
渡
辺
、
須
々
田
。

●
第

一
回
青
森
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
が
十
月
十
日

青
森
県
新
郷
村
で
開
催
。
明
治
二
十
五
年
の

北
東
北
大
凶
作
の
年
に
、
牧
師
ウ
エ
ス
ト
ン

が
食
料
や
物
資
を
携
え
て
救
援
に
き
て
く
れ

た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
青
森
支
部
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
の
で
、

岩
手
支
部
長
中
谷
が
会
長
代
理
で
参
加
し

た
。
今
後
は
五
月
の
最
終
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
と
の
こ
と
。

●
岩
手
支
部
と
し
て
昭
和
六
十
二
年
に

「か

ぬ
か
平
の
山
々
」
を
発
行
し
た
が
、
続
編
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
二
月
十

一
日
に

第

一
回
編
集
会
議
を
開
催
し
た
。
編
集
委
員

は
田
鎖
を
中
心
に
、
中
谷
、
佐
藤

（紀
）
、

宮
、
松
田
が
あ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。
書
名

は

「続

・
か
ぬ
か
平
の
山
々

・
二
上
純

一
氏

遺
稿
集
と
共
に
」
と
刷
る
。
赤
字
を
出
さ
な

い
た
め
に
支
部
会
員
な
ど
の
予
約
を
取

っ

て
、
そ
の
部
数
の
み
の
限
定
発
行
に
す
る
こ

と
と
し
た
。

●
平
成
五
年
総
会
等
を
二
月
二
十
八
日
午

後
、
盛
岡
自
治
会
館
で
開
催
し
た
。
始
め
に

上
野
幸
人
会
員
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の
報
告
が

あ
り
、
そ
の
後
に
総
会
を
も

っ
た
。
参
加
者

は
二
十
二
名
。
諏
訪
会
員
の
議
長
の
下
で
議

事
を
進
め
、
委
員
の
改
選
を
行
う
。
支
部
長

に
中
谷
充
、
副
支
部
長
に
菊
池
修
身
を
互
選

し
た
。

〔幹
事
〕
宮
、
立
花
。

●
春
の
例
会
。
四
月
十
七
日
、
胆
沢
町
金
ヶ

崎
温
泉
に
十
七
人
が
出
席
し
て
開
催
。
翌
十

八
日
は
堅
い
雪
の
上
を
辿

っ
て
、
夏
油
三
山

の
駒
ヶ
岳
に
登

っ
た
。

〔幹
事
〕
菊
池

（修
）
ほ
か
水
沢
の
会
員
。

●
五
月
二
十

一
日

「続

ｏ
か
ぬ
か
平
の
山
々

・二
上
純

一
氏
遺
稿
集
と
共
に
」完
成
、発
送
。

●
夏
の
例
会
。
七
月
十
日
、
夏
油
温
泉
国
民

宿
舎
夏
油
山
荘
に
て
開
催
。
十
七
名
参
加
。

岩
手
医
大
高
次
救
急
セ
ン
タ
ー
の
安
井
豊
さ

ん
か
ら
、
中
高
年
登
山
者
の
問
題
点
と
救
急

法
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
と
実
技
を
ま
じ
え

て
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
大
部
分
の
参

加
者
が
中
高
年
で
あ
り
、
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。
翌
十

一
日
は
時
に
小
雨
の
中
を
夏

油
三
山
の
一
つ
、
牛
形
山
に
登
り
、
夏
油
の

露
天
風
呂
で
汗
を
流
し
て
解
散
。
　
　
　
　
　
＞

〔幹
事
〕
高
橋

（俊
）
、
高
橋

（博
）
　

　

７

（中
谷
　
充
）

＜

□
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
□

本
紙

一
ペ
ー
ジ
の
藤
平
会
長
の
提
言

に
対
し
て
、
会
員
の
皆
様
の
自
由
な
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
会

報
編
集
室
で
す
。
　
　
　
編
集
委
員
会

□
資
料
寄
付
の
お
願
い
□

登
山
の
用
具
、
記
録
な
ど
、
整
理
す

る
と
き
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
他
に

寄
付
す
る
前
に
山
岳
会

へ
。
捨
て
る
前

に
も
再
考
を
。
　
　
　
　
資
料
委
員
会

岩
手
支
部
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刀

田

「

〇

刀

若
年
層
の
参
加
者
も
真
剣

科
学
研
究
委
員
会

平
成
四
年
十

一
月
二
十
八
日

（土
）
十
時

か
ら
十
七
時
ま
で
、
青
山
学
院
大
学
会
議
室

に
お
い
て
、
雪
崩
遭
難
防
止
の
た
め
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
参
会
者
は
九
十
六

名
、
冬
山
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
て
、
若
年
層

の
聴
衆
も
多
く
、
盛
会
で
あ

っ
た
。
徳
久
委

員
長
の
挨
拶
の
後
、
午
前
中
は
中
村
、
午
後

は
大
蔵
の
司
会
で
進
行
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
科
学
研
究
委
編
集
に

な
る
予
稿
集
「雪
崩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ｏ
９２
年
」

（頒
価
五
〇
〇
円
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

■
登
山
者
の
た
め
の
雪
崩
学

日
本
氷
雪
学
会
理
事

ｏ
雪
崩
分
科
会
長

新
田
隆
三

雪
崩
遭
難
を
な
く
す
に
は
、
ま
ず
気
象
や

雪
質
、
雪
崩
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
が
必
要

で
あ
る
。
雪
質
の
分
類
で
は
、
シ
モ
ザ
ラ
メ

雪
や

コ
シ
モ
ザ
ラ
メ
雪
の
説
明
が
な
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
が
積
雪
層
内
の
弱
層
を
し
ば
し

ば
形
成
す
る
。
雪
崩
の
分
類
で
は
、点
発
生
、

面
発
生
、
ス
ラ
ッ
シ

ュ
の
解
説
が
行
わ
れ
、

梅
里
雪
山
雪
崩

の
運
動

モ
デ
ル
の
計
算
か

ら
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
や
休
憩
地
が
ど
ん
な
状

況
で
雪
崩
に
直
撃
さ
れ
た
か
も
示
さ
れ
た
。

強
調
点
と
し
て
、
行
動
前
の
弱
層
テ
ス
ト
の

重
要
性
と
な
だ
れ
や
す
い
地
点
で
は
薄
氷
を

踏
む
思
い
の
慎
重
な
前
進
と
、
間
隔
を
あ
け

て
の
行
動
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

■
雪
崩
事
故
の
教
訓
か
ら

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

（労
山
）
遭
難

対
策
委
員
　
　
　
　
　
　
　
中
山
建
生

横
尾
尾
根
上
部
の

一
月
の
雪
崩
事
故

（死

亡

一
、
重
傷
七
）
や
八
ヶ
岳
中
岳
沢
の
二
月

の
雪
崩
事
故

（死
亡
十
二
）
な
ど
の
分
析
結

果
の
報
告
で
あ

っ
た
。
「
せ

っ
か
く
こ
こ
ま
で

き
た
の
だ
か
ら
」
「行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
」
な

ど
の
心
理
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
弱
層

テ
ス
ト
や
風
雪
、
積
雪
な
ど
の
判
断
を
冷
静

に
行

っ
て
、
安
全
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
採
択

す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
雪
崩
の
知
識
や
冬
山
の
経
験
も

必
要
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
責
任
は
極
め
て
重
い
。

遭
難
体
験
者
は
、
周
囲

へ
の
思
惑
も
あ
ろ
う

が
、
将
来
の
事
故
防
止
の
た
め
、
ぜ
ひ
正
確

で
客
観
的
な
報
告
を
残
し
て
ほ
し
い
。

毎
年

一
月
、
労
山
で
は
雪
崩
事
故
を
防
ぐ

た
め
の
実
地
講
習
会
を
中
央
ア
ル
プ
ス
で
実

施
し
て
い
る
。
数
分
以
内
に
埋
没
者
を
掘
り

出
す
方
法
や
、
窒
息
よ
り
危
険
度
の
高
い
低

体
温
症

（３２
℃
以
下
）
者
の
救
急
法
も
体
験

で
き
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

■
雪
崩
現
場
で
の
捜
索

労
山
技
術
委
員

・
雪
崩
講
習
会

主
任
講
師
　
　
　
　
松
葉
桂
二

雪
崩
が
起
こ
っ
た
場
合
の
捜
索
救
助
法
の

第

一
点
は
、
三
種
の
神
器
と
も
い
う
べ
き
、

ビ
ー
コ
ン
、
シ
ャ
ベ
ル
、ゾ
ン
デ
棒
の
携
行
で

あ
る
。
ビ
ー
コ
ン
は
今
回
我
が
国
の
ワ
ー
ム

社
が
Ａ
Ｂ
ｌ
５
０
０
を
開
発
し
た
。
千
五
百

時
間
作
動
し
続
け
、
二
次
雪
崩
対
策
用
自
動

発
信
器
を
内
蔵
し
て
い
る
点
有
効
で
あ
る
。

会
場
で
は
こ
れ
に
よ
る
発
見
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
、
二
十
秒
程
度
で
つ
き
と
め
ら
れ
た
。

掘
り
出
し
に
つ
い
て
は
、
前
記
雪
崩
講
習
会

に
お
け
る
深
さ
二
房
の
埋
没
者
掘
出
し
作
業

の
ス
ラ
イ
ド
が
紹
介
さ
れ
、
私
ど
も
に
感
動

を
与
え
た
。

第
二
点
は
雪
面
に
呼
び
か
け
た
り
、
雪
面

に
耳
を

つ
け
て
音
を
聞
く
、
ス
カ

ッ
フ
ァ
ン

ド
コ
ー
ル
法
や
人
工
呼
吸
法
の
体
得
、
あ
る

い
は
事
前
の
緊
急
通
信
網
の
設
定
な
ど
で
あ

る
。
埋
没
者
の
発
見
に
、
訓
練
さ
れ
た
雪
崩

犬
が
有
効
と
の
実
験
結
果
も
報
告
さ
れ
た
。

■
雪
崩
遭
難
を
な
く
す
た
め
に

日
本
山
岳
会

ｏ
雪
崩
対
策
委
員

松
永
敏
郎

冬
山

へ
入
る
人
々
の
心
構
え
か
ら
、
遭
難

を
起
こ
し
た
場
合
の
家
族
や
現
地
関
係
者
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
配
慮
ま
で
、
数
々

の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
冬
山
に
つ
い
て

は
、
た
く
さ
ん
の
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、

積
極
的
に
経
験
を
積
ん
で
い
く
な
ど
、
厳
し

い
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
特
に
雪
崩
の

危
険
の
多
い
降
雪
中
や
風
雪
時
に
は
行
動
せ

ず
、
ひ
た
す
ら
待

つ
こ
と
の
重
要
性
な
ど
が

強
調
さ
れ
た
。

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

最
後
に
四
名
の
講
師
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な

り
、
数
々
の
質
問
に
応
え
る
時
間
が
設
け
ら

れ
た
。

集
中
し
た
質
問
は
、
弱
層
テ
ス
ト
に
よ
る

雪
崩
の
危
険
性
の
判
断
法
に
関
す
る
も
の
で

あ

っ
た
。
弱
層
は
シ
モ
ザ
ラ
メ
雪
層
で
あ
る
　
＞

こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
ピ

ッ
ケ
ル
を
刺
し
た
　
８

だ
け
で
は
安
心
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
実
地
　
＜

で
の
テ
ス
ト
の
実
施
と
、
そ
の
日
の
雪
崩
状

況
の
観
測
が
必
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
気
象

や
地
形
と
の
関
連
に
も
配
慮
し
て
、
経
験
を

深
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ビ
ー
コ
ン
の
取

り
扱
い
や
掘
り
出
し
法
に
つ
い
て
も
練
習
は

必
要
で
あ
る
。

一
方
日
本
の
冬
山
と
氷
河
地
帯
や
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
高
所
と
で
は
、雪
崩
の
様
相
が
異
な
り
、

国
内
で
も
、
低
温
時
と
ミ
ゾ
レ
な
ど
が
降
る

時
節
で
は
ま

っ
た
く
異
な
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
続
い
て
開
い

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

っ
た
。（中

村
純
二
）

●
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

刀

田

「

〇

刀

引

①

Ｏ
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草
戦
ば
き
で
雨
中
の
沢
登
リ

五
月
二
十
九
日

（土
）
、
水
無
川

・
滝
沢

園

（丹
沢
）
に
六
十
余
名
が
参
会
し
て
、
第

二
十
四
回
丹
水
会

・
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。

古
谷
幹
事
の
司
会
で
開
会
。
恒
例
の
講
演
会

は
漆
原
俊
氏
を
講
師
に
、
武
田
久
吉
先
生
と

の
こ
と
、
当
時
の
丹
沢
、
尊
仏
小
屋
の
こ
と

な
ど
貴
重
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
彼

は
昭
和
八
年
十
二
月
秦
野
山
岳
会
創
設
者
の

一
人
で
あ
る
。

懇
親
会
は
屋
外
で
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
。
各

自
持
参
の
ア
ル
コ
ー
ル
で
夜
遅
く
ま
で
旧
交

を
温
め
あ

っ
た
。

三
十
日
は
天
気
予
報
ど
お
り
の
曇
り
空
。

記
念
撮
影
を
し
て
、
三
ノ
塔
尾
根
組

（十
八

名
）
と
、
葛
葉
川
本
谷
組

（
二
十
二
名
）
に

分
か
れ
て
車
で
出
発
す
る
。
沢
組
は
途
中
尾

根
組
と
分
か
れ
て
九
時
十
五
分
出
合
い
に
着

く
。
こ
こ
で
草
軽
に
履
き
か
え
、
九
時
五
十

分
、
滝
沢
リ
ー
ダ
ー
を
ト

ッ
プ
に
、
渡
辺
玉

枝
リ
ー
ダ
ー
を
ラ
ス
ト
に
出
発
し
た
。
草
軽

は
初
め
て
の
人
が
多
か

っ
た
。

小
雨
の
中
、
次
々
に
現
れ
る
小
滝
を
全
員

快
適
に
登

っ
て
行
く
。
念
の
た
め
に
持
参
し

た
ザ
イ
ル
は
必
要
な
か

っ
た
。
板
立
の
滝
を

登

っ
た
と
こ
ろ
で
雨
足
が
強
く
な
り
、
沢
登

り
を
断
念
し
て
林
道
に
出
た
。
雨
中
の
小
休

止
後
、
ニ
ノ
塔
尾
根
を

一
気
に
下
り
、
出
合

い
に
戻

っ
た
。
午
後

一
時
、
秋
の
再
会
を
約

束
し
て
散
会
し
た
。
　

　

　

（小
川
雅
庸
）

「北
大
山
岳
部
の
登
山
」

―
戦
前
の
回
想
を
主
と
し
て
―

図
書
委
員
会

今
年
の
山
岳
史
懇
談
会
は
、
札
幌
か
ら
北

大
Ｏ
Ｂ
の
朝
比
奈
英
三
、
橋
本
誠
二
の
両
氏

を
講
師
に
迎
え
、
二
月
二
十
六
日
夜
、
ル
ー

ム
で
図
書
委
員
の
南
井
英
弘
氏
の
司
会
で
開

催
さ
れ
た
。

講
師
の
お
二
人
は
と
も
に
本
会
会
員

（橋

本
氏
は
名
誉
会
員
）
、
昭
和
十
年
代
の
ご
卒

業
と
の
こ
と
。
両
氏
の
淡
々
と
語
ら
れ
る
、

旧
制
北
大
時
代
の
山
岳
部
の
活
動
状
況
と
雰

囲
気
は
、
旧
制
高
校
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と

大
学
山
岳
部
の
質
の
高
さ
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

な
ど
の
長
所
を
合
せ
持
ち
、
さ
ら
に
年
齢
層

に
も
厚
み
の
あ
る
、
理
想
的
な
山
岳
会
の

一

つ
の
姿
と
受
け
と
ら
れ
た
。

当
時
の
北
海
道
の
手
付
か
ず
の
大
自
然
に

恵
ま
れ
た
環
境
と
、
予
科

ｏ
学
部
六
年
の
年

齢
幅
の
現
役
学
生
の
ほ
か
に
、
戦
前
の
北
大

が
自
然
科
学
系
で
あ

っ
た
た
め
、
多
く
の
Ｏ

Ｂ
が
大
学
の
研
究
室
に
在
籍
し
て
現
役
と
行

動
を
共
に
で
き
た
こ
と
が
、
実
に
羨
む
べ
き

雰
囲
気
を

つ
く
り
あ
げ
得
た
主
な
要
因
で
あ

ろ
う
。

■
北
海
道
の
山
々
を
冬
期
初
登
頂

年
代
を
追

っ
て
、
ま
ず
明
治
四
十
五
年
に

創
立
さ
れ
た
大
正
時
代
の
ス
キ
ー
部
の
歩
み

か
ら
、
大
正
十
五
年
の
ス
キ
ー
部
か
ら
の
山

岳
部
の
独
立
の
経
緯
、
さ
ら
に
昭
和
十
年
頃

ま
で
の
活
動
を
朝
比
奈
氏
が
概
説
さ
れ
た

が
、
詳
細
な
部
史
は
創
立
五
十
周
年
記
念
誌

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
当
夜
の
話

題
の
中
心
は
、
北
大
山
岳
部
の
イ
メ
ー
ジ
、

特
に
他
の
学
校
山
岳
部
と
異
な
る
点
に
お
か

れ
た
。

自
然
要
因
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。地
理
的
、

気
象
的
特
性
に
よ
り
、
北
海
道
は
北
緯
た
か

だ
か
四
十

一
度
か
ら
四
十
五
度
に
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、冬
期
は
寒
冷
で
氷
雪
に
富
み
、

山
地
の
植
物
相
は
本
州
に
比
べ
て
八
〇
〇
か

ら

一
、
〇
〇
〇
肝
高
い
地
域
の
そ
れ
に
相
当

す
る
。
ま
た
、
日
高
山
脈
に
は
数
多
く
の
氷

河
地
形
が
存
在
し
て
お
り
、
二
、
〇
〇
〇
ド
川

前
後
の
山
々
が
本
州
中
部
山
岳
の
三
、
〇
〇

〇
ド
川
級
の
山
に
匹
敵
す
る
高
度
な
登
山
の
対

象
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
開
発
が
遅
れ
て

い
る
た
め
に
、
本
州
に
比
べ
て
は
る
か
に
豊

か
な
自
然
が
山
域
に
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う

人
為
的
要
因
も
あ

っ
た
。

戦
前
に
は
、本
州
の
登
山
グ
ル
ー
プ
で
は
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
慶
応
大
学

山
岳
部
の
数
人
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
北
海

道
の
山
を
目
指
す
者
は
お
ら
ず
、
し
た
が

っ

て
、
北
大
山
岳
部
は
日
本
の
二
十
二
で
を
占

め
る
面
積
の
島
の
山
々
を
ほ
と
ん
ど
独
り
占

め
に
し
て
、
特
に
冬
季
の
初
登
頂
を
ほ
ぼ
完

全
に
自
分
た
ち
で
果
た
し
て
き
た
。

大
島
亮
吉
ら
慶
応
の
人
た
ち
が
ト
ム
ラ
ウ

シ
や
石
狩
川
源
流
に
入

っ
た
の
は
、
五
万
分

の

一
地
形
図
の
で
き
る
少
し
前
の
こ
と
だ

っ

た
が
、
秀
サ
ン

（伊
藤
秀
五
郎
氏
―
山
岳
部

発
足
時
の
メ
ン
バ
ー
）
が
彼
ら
の
心
境
を
「英

国
人
の
コ
ー
カ
サ
ス
遠
征
の
心
境
」
と
評
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
当
時
を
物
語

っ
て
い
る
。

■
北
海
道
の
自
然
が
許
し
た
自
由
な
気
風

山
岳
部
の
気
風
は
、
部
の
創
立
以
来
伝
統

的
に
続
い
て
お
り
、
団
体
登
山
に
必
要
な
協
　
＞

力
、
献
身
、
融
和
の
精
神
を
身
に
着
け
る

一　

９

方
、
個
人
と
し
て
は
非
常
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
　
＜

に
富
む
登
山
思
想
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。

登
山
は
あ
く
ま
で
も
自
主
的
な
行
為
で
あ
る

と
の
考
え
か
ら
、
部
員
相
互
の
関
係
は
極
め

て
自
由
で
、
好
き
な
仲
間
が
集
ま

っ
て
山

へ

登
る
と
い
う
や
り
か
た
が
、
最
も
普
通
の
山

行
形
式
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
部
員
の
中

に
は
困
難
な
高
峰
を
求
め
る
者
か
ら
、
低
山

逍
通
の
愛
好
者
ま
で
様
々
な
者
が
お
り
、
前

者
で
あ

っ
て
も
、
沢
か
ら
尾
根

へ
、
尾
根
か

ら
ま
た
未
知
の
沢

へ
と
い
っ
た
放
浪
の
山
旅

を
愛
す
る
者
が
多
く
、
北
海
道
の
奥
深
い
自

今

年

も

，
い
こ
Ｔ
Ｌ

で
会

い
ま

し

ょ
う
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然
が
、
そ
れ
を
許
し
て
い
た
と
も
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

夏
山
か
ら
入
り
、
次
第
に
積
雪
期

へ
移
る

と
い
う
学
校
山
岳
部
の

一
般
的
傾
向
と
は
逆

に
、
北
大
で
は
冬
山
が
先
行
し
て
い
た
。
こ

れ
は
ス
キ
ー
部
が
前
身
で
あ

っ
た
こ
と
と
、

道
内
の
山
々
に
は
夏
道
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

ま
た

一
、
五
〇
〇
ｖ
川
以
下
の
部
分
が
チ
シ
マ

ザ
サ
に
覆
わ
れ
て
、
夏
期
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を

極
め
て
困
難
に
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て

い
る
。
大
正
三
年
に
厳
冬
期
の
富
士
に
初
登

を
果
た
し
た
人
た
ち
は
、

ス
キ
ー
部

の
ス

キ
ー
登
山
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
人
た
ち
で

あ

っ
た
し
、
後
に
学
習
院
か
ら
北
大
に
進
ん

だ
板
倉
勝
宣
も
こ
の
ス
キ
ー
登
山
グ
ル
ー
プ

に
属
し
た
。

山
岳
部
発
足
後
も
ス
キ
ー
の
人
た
ち
が
多

く
、
ス
キ
ー
登
山
が
先
行
し
た
が
、　
一
方
、

ス
キ
ー
技
術

へ
の
依
存
度
が
強
過
ぎ
、
こ
れ

が
後
に
昭
和
十
四
年
の
十
勝
岳
、
お
よ
び
昭

和
十
五
年
の
ペ
テ
ガ
リ
の
大
遭
難

へ
と

つ
な

が

っ
た
と
反
省
さ
れ
て
も
い
る
。

■
本
州
の
岳
人
と
の
交
流
は
密

北
海
道
に
あ
り
な
が
ら
、
本
州
の
岳
人
と

の
人
脈
は
濃
か

っ
た
。
特
に
京
大
と
は
京
大

農
学
部
の
発
足
時
に
、
北
大
か
ら
木
原
均
教

授
が
移
ら
れ
て
以
来
親
密
と
な
り
、
そ
の
関

係
は
今
も
続
い
て
い
る
。
（山
岳
部

へ
加
わ
ら

な
か

っ
た
加
納

一
郎
は
逆
に
京
都

一
中
か
ら

北
大
に
進
ん
だ
）

東
京
か
ら
は
前
述
の
板
倉
、
さ
ら
に
板
倉

ハン・テングリの

異常な夏

江本嘉伸

長
い
山
麓
の
道
を
、
大
勢
の
ポ
ー
タ
ー
に

荷
運
び
を
ま
か
せ
、
あ
た
り
の
風
景
の
変
化

を
楽
し
み
つ
つ
、
つ
い
で
に
高
度
順
化
し
な

が
ら
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
た
ど
り
着
く
。

そ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
パ

タ
ー
ン
だ
っ
た
。
旧
ソ
連
の
山
で
は
、
そ
ん

な
悠
長
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
ト
ラ
ッ
ク

と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
い
き
な
リ
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
地
に
運
ば
れ
、
登
攀
が
始
ま
る
の
だ
。

時
間
の
節
約
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
簡
略
化
と
い

う
点
で
は
、
こ
れ
は
現
代
的
な
方
法
と
言
え

る
。
た
だ
し
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
、
高
度
対
策
だ
。

田
部
井
淳
子
を
隊
長
と
す
る

「
ハ
ン
・
テ

ン
グ
リ
登
山
隊

一
九
九
二
」
の
九
人

（う
ち

女
性
七
人
）
は
七
月
二
十
六
日
、
カ
ザ
フ
共

和
国
の
首
都
、
ア
ル
マ
ー
タ
か
ら
、
東

ヘ
ト

ラ
ッ
ク
で
四
〇
〇
キ
ロ走
り
、
ま
ず
エ
ー
デ
ル

ワ
イ
ス
が
咲
き
乱
れ
る
カ
ル
カ
ラ
と
呼
ば
れ

る
大
草
原
に
行

っ
た
。七
十
ほ
ど
の
テ
ン
ト
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
の
ト
イ
レ
な
ど
が
、
整

備
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
四
人
の
ガ
イ
ド
と
共
に
高
度
順

化
の
た
め
近
く
の
三
、
〇
〇
〇
肝
峰
に
登

っ

た
後
、
ヘ
リ
で
二
十
分
、
い
き
な
り
南
イ
ニ
ル

チ
ェ
ク
氷
河
の
国
際
キ
ャ
ン
プ
ＢＣ
ま
で
運
ば

れ
た
。
高
度
四
、　
一
〇
〇
房
。
モ
レ
ー
ン
の

上
に
、
遠
来
の
客
の
た
め
に
作

っ
た
と
思
わ

れ
る
素
朴
な
小
屋
と
食
堂
、
そ
し
て
サ
ウ
ナ

が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
目
の
前
に
は
、ポ
ベ
ー

ダ
峰
（七
、
四
二
九
肝
）。
天
山
山
脈
の
真

っ

た
だ
中
で
、
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
氷
河
湖
に
飛

び
込
む
贅
沢
は
、
ほ
か
で
は
で
き
な
い
。

モ
レ
ー
ン
を
五
、
六
時
間
歩
く
と
Ｃｌ
に
着

く
。
こ
こ
か
ら
Ｃ２
ま
で
は
、途
中
の
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
よ
う
な
氷
塔
が
崩
れ
や
す
く
、
早
朝

に
通
過
し
な
け
れ
ば
危
な
い
。

Ｃ３
へ
は
、
広
い
雪
原
を
行
く
。
高
度
五
、

九
〇
〇
肝
。
こ
こ
に
は
、
テ
ン
ト
の
か
わ
り

に
い
く

つ
も
の
広
い
雪
洞
が
掘
ら
れ
て
い

た
。
自
信
あ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
こ
こ
か
ら

頂
上
ヘ
ア
タ
ッ
ク
す
る
が
、
ス
ピ
ー
ド
に
欠

け
る
田
部
井
隊
は
、
も
う

一
つ
の
キ
ャ
ン
プ

を
出
す
こ
と
と
な

っ
た
。
古
い
ザ
イ
ル
が
固

定
さ
れ
た
岩
稜
を
た
ど
り
、
六
、
四
〇
〇
眉

の
狭
い
プ
ラ
ト
ー
に
Ｃ４
。

も
と
も
と
計
画
を
知

っ
て
何
と
な
く
集

ま

っ
た
寄
せ
集
め
隊
で
あ
る
。自
己
申
告
で
、

調
子
の
い
い
者
と
悪
い
者
の
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー

に
分
か
れ
て
行
動
す
る
こ
と
に
し
て
い
た

が
、
こ
の
方
法
は
問
題
だ

っ
た
よ
う
だ
。

頂
上
を
め
ざ
す
途
中
、
女
性
隊
員
の
一
人

の
両
手
指
が
か
な
り
の
凍
傷
に
か
か

っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
結
局
、
隊
長
の
田
部
井

が
付
き
添

っ
て
下
山
し
た
。

新
た
に
五
十
二
歳
の
男
性
隊
員
が
加
わ

り
、
女

一
人
男
二
人
の
計
二
人
が
ガ
イ
ド
と

共
に
ア
タ
ッ
ク
、
七
、
〇
一
〇
け川
の
頂
上
に

無
事
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
問
題
は
、
こ
の

あ
と
で
あ
る
。

以
前
か
ら
陽
気
な
言
動
が
目
立

っ
て
い
た

五
十
二
歳
の
隊
員
が
、
頂
上
直
下

一
〇
〇
研

の
と
こ
ろ
で
、
突
然
ピ

ッ
ケ
ル
を
銃
の
よ
う

に
構
え
、
ダ
、
ダ
、
ダ
、
ダ
、
…
…
と
や
り

は
じ
め
た
。

「近
づ
く
な
、
オ
レ
は
こ
こ
で
死
ぬ
ん
だ
」

と
、
意
味
不
明
な
こ
と
を
わ
め
き
な
が
ら
、

雪
の
斜
面
に
体
ご
と
つ
っ
こ
み
、動
か
な
い
。

高
度
障
害
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
現
れ
る

と
は
、
多
の
メ
ン
バ
ー
も
気
が
つ
か
な
か
っ

た
。
折
よ
く
、
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
二
人
が
ガ

イ
ド
と
共
に
上
が

っ
て
き
た
。
彼
ら
は
、
異

常
に
気
づ
き
、
ガ
イ
ド
と
協
力
し
て
ザ
イ
ル

で
体
を
し
ば

っ
て
、
こ
の
隊
員
を
引
き
ず
り

下
ろ
し
た
の
で
あ
る
。
六
、
八
〇
〇
研
あ
た

り
で
、
彼
は
突
然
正
常
な
意
識
に
戻
り
、
以

後
自
力
で
下
山
し
た
。

仕
事
を
や
め
て
参
加
し
た
こ
の
登
山
へ
の

意
気
込
み
と
無
理
が
、
異
常
な
精
神
の
高
揚

と
、
幻
覚
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
終

始
頭
痛
が
絶
え
な
か
っ
た
、
と
後
で
こ
の
隊

員
は
述
懐
し
た
。

ハ
ン
・
テ
ン
グ
リ
で
は
、
こ
の
夏
、
異
常

気
象
で
有
名
な
地
元
ロ
シ
ア
人
ク
ラ
イ
マ
ー

な
ど
十
二
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
田
部
井
隊

は
幸
い
、
全
員
無
事
帰
還
し
た
も
の
の
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
登
山
だ
っ
た
。

(10)
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を
介
し
て
松
方
二
郎
ら
と
も
親
交
が
あ
り
、

こ
れ
に
日
大
か
ら
北
大
に
進
ん
だ
初
ツ
ァ
ン

（初
見

一
雄
）
も
加
わ
る
。
ま
た
、
部
員
た
ち

の
溜
ま
り
場
と
な

っ
て
い
た
理
学
部
地
質
鉱

物
学
科
に
は
、
助
手
と
し
て
東
大
か
ら
移

っ

た
佐
々
保
雄
も
在
籍
し
て
い
た
。
慶
応
の
大

島
ら
と
も
当
然
交
友
関
係
が
あ

っ
た
。

山
岳
部
創
設
三
十
周
年
の
昭
和
十

一
年
に

は
、
日
本
山
岳
会
か
ら
木
暮
理
太
郎
を
招
聘

し
て
記
念
講
演
を
開
催
し
た
。
昭
和
十
四
年

に
は
槙
有
恒
も
来
演
し
て
い
る
。

外
国
人
と
の
交
流
も
あ
り
、
昭
和
三
年
に

完
成
し
た
ヘ
ル
ベ
チ
ャ
ヒ

ュ
ッ
テ
を
設
計
し

た
ス
イ
ス
人
建
築
家
Ｍ

ｏ
ヒ
ン
ダ
ー
や
、
し

ば
し
ば
部
員
と
山
行
を
共
に
し
た
Ａ

・
グ
ブ

ラ
ー
教
授
ら
は
、
山
岳
部
の
重
要
な
シ
ン
パ

だ

っ
た
。
本
州
岳
人
の
影
響
は
山
登
り
の
ス

タ
イ
ル
に
も
現
れ
て
お
り
、
特
に
戦
前
は
人

夫

ｏ
ガ
イ
ド
の
活
用
な
ど
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
的
な
面

が
み
ら
れ
た
。

■
特
筆
さ
れ
る
吹
上
温
泉
の
冬
期
合
宿

北
大
山
岳
部
の
伝
統
の
造
成
に
大
き
く
貢

献
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
、
創
立
六
十
余
年
に
わ

た

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
合
宿
が
あ
る
。
そ
の

代
表
的
な
も
の
が
戦
前
の
十
数
年
、
十
勝
の

吹
上
温
泉
で
行
わ
れ
た
冬
期
登
山
合
宿
だ

っ

た
。
十
二
月
下
旬
の

一
週
間
、
参
加
者
百
名

に
も
お
よ
ぶ
大
規
模
な
も
の
で
、
部
員
の
ほ

か
教
官
、
Ｏ
Ｂ
、非
部
員
の
学
生
も
加
わ
り
、

初
年
班
、
二
年
班
、
三
年
班
、
そ
れ
以
上
な
ど

の
等
級
に
分
け
て
、
氷
雪
技
術
の
習
得
プ

ロ

グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
。
昭
和
八
年
に
は
参
加

者
が
最
高
の
百
十
三
名
を
記
録
し
て
い
る
。

当
時
の
部
員
の
手
で
作
ら
れ
、
毎
年
改
定

を
加
え
て
、
戦
後
ま
で
に
わ
た

っ
て
合
宿
で

愛
用
さ
れ
た
と
い
う
二
万
分
の

一
の
十
勝
岳

付
近
地
形
図
が
当
夜
配
ら
れ
た
。

■
ペ
テ
ガ
リ
初
登
と
イ
グ
ル
ー

朝
比
奈
氏
の
三
年
後
輩
に
当
た
る
橋
本
氏

は
三
十
七
年
の
北
大
と
し
て
の
初
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
遠
征
で
あ
る
チ
ャ
ム
ラ
ン
遠
征
に
至
る
期

間
の
活
動
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
述
べ

ら
れ
た
。

昭
和
十
八
年

一
月
の
今
村
昌
耕
ら
に
よ
る

ペ
テ
ガ
リ
初
登
ま
で
は
、
ひ
た
す
ら
ペ
テ
ガ

リ
の
大
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
昭
和
十
五
年

の
大
遭
難
は
そ
の
間
に
起
こ
っ
た
も
の
で
、

九
名
パ
ー
テ
ィ
ー
中
の
八
名
を
雪
崩
で
失

っ

て
い
る
。

ス
キ
ー
を
使
用
し
て
コ
イ
ヵ
ク

シ

ュ
札
内
沢
を
最
後
ま
で
つ
め
よ
う
と
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
沢
の
側
面
の
小
雪
崩
が
引
き

金
と
な

っ
て
起
こ
っ
た
大
表
層
雪
崩
に
巻
き

込
ま
れ
た
も
の
で
、
雪
崩
に
対
す
る
知
識
不

足
と
、
前
述
の
よ
う
に
ス
キ
ー
術

へ
の
過
度

の
依
存
な
ど
が
反
省
さ
れ
て
い
る
。

ペ
テ
ガ
リ
初
登
の
時
に
は
、
尾
根
上
で
は

テ
ン
ト
を
使
用
せ
ず
初
め
て
イ
グ
ル
ー
に

頼

っ
た
。
昭
和
十
二
年
の
試
登
の
折
に
、
尾

根
上
で
カ
マ
ボ

コ
テ
ン
ト
が
破
損
し
て
、
ほ

う
ほ
う
の
態
で
逃
げ
帰

っ
た
経
験
か
ら
出
た

も
の
で
、
以
後
も

っ
ぱ
ら
北
大
の
冬
山
の
ス

タ
イ
ル
と
な

っ
た
。
同
時
期
に
フ
ォ
ス
コ
・

マ
ラ
イ
ー
ニ
が
十
勝
岳
で
や
は
リ
イ
グ
ル
ー

を
使

っ
た
こ
と
は
後
日
新
聞
で
知

っ
た
。

戦
後
は
、装
備
不
足
、経
験
を
積
ん
だ
部
員

の
不
足
な
ど
で
、
し
ば
ら
く
は
Ｏ
Ｂ
が
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
て
い
る
。
吹
上
温
泉
で
の
合
宿

は

つ
い
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た

が
、
い
く

つ
か
の
記
録
的
な
山
行
が
山
崎
春

雄
、橋
本
誠
二
ら
の
指
導
の
下
に
行
わ
れ
た
。

新
制
大
学

へ
の
移
行
後
、
や
が
て
マ
ナ
ス

ル
ブ
ー
ム

（北
大
か
ら
は
山
崎
英
雄
と
橋
本

が
隊
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
）
で
部
員
も

増
加
し
、
昭
和
三
十

一
年
の
日
高
山
脈
全
山

縦
走
、
三
十
六
年
の
十
隊
総
勢
四
十
五
名
か

ら
な
る
パ
ー
テ
ィ
ー
に
よ
る
日
高
集
中
登
山

な
ど
、
大
き
な
記
録
を
残
し
、
昭
和
三
十
七

年
の
中
野
征
紀
率
い
る
チ
ャ
ム
ラ
ン
遠
征

へ

と

つ
な
い
だ
。

そ
の
間
、
北
海
道

の
山

々
に
も
変
化
が

あ

っ
た
。
戦
後
の
電
源
開
発
、木
材
の
伐
採
、

引
き
揚
げ
者
に
よ
る
開
拓
な
ど
が
日
高
山
脈

に
も
お
よ
び
、
登
山
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
容
易

に
し
た
が
、
山
登
り
の
風
潮
も
探
検
的
な
要

素
は
失
わ
れ
、
上
部
の
み
の
山
登
り
、
悪
場

漁
り
、
「直
登
沢
登
り
」
な
ど
が
主
流
と
な

っ

て
い
っ
た
。

■
締
め
は

「山
の
四
季
」
の
大
合
唱

懇
談
会
後
半
は
、
札
幌
か
ら
持
参
の
地
域

限
定
販
売

の
缶
ビ
ー
ル

「
サ

ッ
ポ

ロ
ク
ラ

シ
ッ
ク
」
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
懇
親
会
と

な

っ
た
。
挨
拶
に
立
た
れ
た
山
田
会
長
は
謝

辞
の
あ
と
、
ご
自
分
も
中
学
か
ら
の
進
学
に

あ
た

っ
て
、
予
科
の
あ
る
と
こ
ろ
で
山
登
り

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
北
大
か
慶
応
か
と

迷

っ
た
末
慶
応
に
進
ん
だ
、
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
披
露
さ
れ
た
り
し
て
、
和
や
か
な
懇
談

と
な

っ
た
。

席
上
、
最
近
の
現
役
部
員
の
数
は
、
と
の

質
問
に
答
え
て
、北
大
の
ほ
う
か
ら
は
「最
近

は
減
り
ま
し
て
ね
、
二
十
数
名
で
し
ょ
う
か
」

と
の
答
え
が
あ
り
、
部
員
不
足
を
嘆
く
他
大

学
Ｏ
Ｂ
か
ら
羨
望
の
た
め
息
が
も
れ
た
。

宴
の
締
め
く
く
り
は
北
大
山
岳
部
の
山
の

歌
、
朝
比
奈
氏
作
詞
に
よ
る
北
の
山
の
四
季

を
歌

っ
た

「山
の
四
季
」
の
大
合
唱
、
「吹
雪

の
尾
根
も
風
止
み
て
、
春
の
陽
射
し
の
訪
れ

に
…
…
」
で
始
ま
る
軽
快
な
四
分
の
三
拍
子
　
＞

も
ま
た
、
北
大
山
岳
部
の
今
に
つ
な
が
る
伝
　
１１

統
を
、
当
夜
の
参
会
者
に
印
象
づ
け
る
に
十
　
＜

分
な
も
の
だ

っ
た
。
図
書
担
当
理
事

・
山
本

良
三
氏
の
謝
辞
と
挨
拶
で
閉
会
し
た
。

〔主
席
者
〕
伊
藤
博
夫
、
山
田
二
郎
、
南
井

英
弘
、
河
野
之
保
、
渡
辺
兵
力
、
大
橋
晋
、

松
丸
秀
夫
、
南
川
金

一
、
松
田
雄

一
、
島
田

巽
、朝
比
奈
英
三
、船
木
威
志
、
越
田
和
男
、

山
本
良
三
、
岡
沢
佑
吉
、
千
葉
重
美
、
直
田

恒
夫
、
泉
久
恵
、
平
井
吉
夫
、
芳
賀
孝
郎
、

木
下
是
弥
、
三
栖
寿
生
、
渡
辺
興
亜
、
大
島

輝
夫
、
原
謙

一
、
飯
田
進
、
岩
瀬
皓
佑
、
大

森
久
雄
、
川
合
周
、
石
崎
晴

一
郎
、
三
好
ま

き
子
、
橋
本
誠
二

（以
下
北
大
Ｏ
Ｂ
）
高
田

敦
徳
、今
村
昌
耕
、小
枝

一
夫
、
松
下
彰
夫
、

小
西
純
　
　
　
　
　
　
　
　
（越
田
和
男
）
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図

書

紹

介

平
沢
利
夫
著

『北

ア
ル
プ
ス
ｏ
ス
ケ

ッ
チ
山
歩
』

会
報

『山
』
で
も
何
回
か
そ
の
ス
ケ

ッ
チ

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
平
沢
利
夫
会
員
の

絵
が
、
今
回

一
冊
の
本
に
ま
と
め
ら
れ
、
長

野
市
の
出
版
社
か
ら
発
売
さ
れ
た
。
ケ
ー
ス

入
り
で
、
布
張
の
表
紙
に
包
ま
れ
、　
一
枚

一

枚
綴
じ
ら
れ
た
そ
の
絵
を
、
巧
み
に
書
き
添

え
ら
れ
た
紀
行
文
と
共
に
味
わ
え
る
の
は
嬉

し
い
。

掲
載
さ
れ
て
い
る

一
枚

一
枚
の
絵
か
ら
、

そ
の
山
に
登

っ
た
こ
と
の
あ
る
者
は
そ
の
時

を
懐
か
し
く
回
想
し
、
登
ら
な
い
者

に
は

や

っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
を
起
こ
さ
せ
る
。

よ
い
作
品
は
作
者
の
心
と
山
の
心
が

一
つ

に
融
け
あ

っ
て
い
る
、
と
あ
る
山
岳
画
家
が

言

っ
て
い
た
。
そ
れ
が
あ
の
有
名
な
コ
ン
プ

ト
ン
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
忘
れ
た
。

山
の
心
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
は
、
そ

の
人
の
素
養
と
か
感
性
に
よ
る
だ
ろ
う
し
、

槙
さ
ん
の
言
う
無
辺
際
の
精
神
に
も
関
係
す

中
島
博
昭
編
著

「唄
え
安
曇
節
」

だ
れ
よ
り
も
安
曇
野
を
愛
し

る
こ
と
だ
ろ
う
。

一
九
九
二
年
七
月

一
日
　
銀
河
書
房

（〒

３８０
　
長
野
市
三
輪
六
―
十
七
―
六
）
発
行

一
一
二
ペ
ー
ジ
　
一二
、
五
〇
〇
円

（岡
沢
祐
吉
）

た
男
榛
葉
太
生

安
曇
野
を
代
表
す
る
民
謡
と
し
て

「安
曇

節
」
が
あ
る
。
安
曇
野
の
四
季
の
変
化
と
人
情

を
巧
み
に
織
り
込
ん
だ
歌
詞
は
親
し
み
や
す

く
、岳
人
の
間
で
も
、
よ
く
唄
わ
れ
て
い
る
。

「安
曇
節
」
は
医
師

ｏ
榛
葉
太

の
人
々
と

一
緒
に
な
り
、
数
々
の

生
が
地

・野
手
歌
や 元

俗
謡
を
整
理
し
た
り
、
さ
ら
に
詞
を
考
え
た

り
し
て
作

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
多

く
の
人
が
参
加
し
て
創
ら
れ
、
育
ま
れ
、
生

き
続
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
詩
は
三
千
四

百
種
に
も
の
ぼ
り
、
人
々
の
口
を

つ
い
て
唄

わ
れ
る
歌
詞
だ
け
で
も
、
三
百
に
の
ぼ
る
と

い
う
。
そ
れ
だ
け
に
信
州
安
曇
野
の
人
達
に

は
愛
着
の
あ
る
歌
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
六
十

近
く
は
山
を
歌

っ
て
お
り
、
岳
人
に
も
親
し

ま
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
地
元
、
安
曇
郡

出
身
の
中
島
博
昭
さ
ん
が

「
唄
え
安
曇
節
」

を
著
し
た
。
本
書
は

「安
曇
節
よ
、
永
遠
に

…
…
」
伊
藤
民
夫
氏
の
巻
頭
の
言
葉
に
始
ま

り
、第

一
章
、榛
葉
太
生
と
安
曇
節
の
歴
史
、

第
二
章
、安
曇
節
の
い
ま
は
…
…
、第
二
章
、

唄
い
方
と
踊
り
方
、
第
四
章
、
安
曇
節
歌
詞

三
百
選
、
第
五
章
、
榛
葉
太
生
の
青
春
日
記

（抄
）
で
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

本
書
に
は
中
島
博
昭
氏
や
安
曇
節
を
愛
す

る
人
々
の
思
い
が
伝
わ
り
、
安
曇
節
の
神
髄

の
全
て
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

北
ア
ル
プ

ス
の
田
園
地
帯
、
集
ま

っ
た

人
々
は
、
「寄
れ
や
寄

っ
て
こ
い
」
の
よ
び
か

け
に
応
じ
て
踊
り
の
輪
に
加
わ

っ
て
い
く
。

次
か
ら
次
に
出
て
く
る
歌
詞
は
、
安
曇
野

の
出
来
事
や
風
景
を
歌

っ
た
も
の
ば
か
り
。

い
ま
で
は
、
「寄
れ
や
寄

っ
て
こ
い
」
の
対
象

は
安
曇
野
に
心
を
寄
せ
る
人
な
ら
ば
だ
れ
で

も
よ
い
。
こ
の
踊
り
の
輪
か
ら
生
ま
れ
る

「人
々
の
連
帯
と
文
化
の
華
」
こ
そ
が
安
曇
節

の
生
命
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
榛
葉
太
生
の

願
い
で
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
正
調
安
曇
節

に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
著
者
は
語

っ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
四
月
発
行
　
郷
土
出
版
社

三

一
三
ペ
ー
ジ
　

一
、
六
〇
〇
円

（細
井
澄
子
）

長
岡
忠

一
著

『日
本
ス
キ
ー
事
始
め
』

―

レ
ル
ヒ
と
長
岡
外
史
将
軍
と
の
出
会
い

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
中
の
週
末
に
、
越
後
湯

沢
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
を
見
る
と
、
ス

キ
ー
人
口
が

一
千
万
を
超
え
る
と
い
う
の
も

嘘
で
は
な
さ
そ
う
だ
と
思
え
て
く
る
。
し
か

し
、
本
書
に
よ
れ
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
レ
ル

ヒ
少
佐
の
高
田
到
着
は
、
明
治
四
十
四
年

一

月
五
日
の
こ
と
で
あ
り
、
僅
々
八
十
年
ほ
ど

前
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
後
の
日
本
に
お
け

る
ス
キ
ー
の
普
及
ぶ
り
は
す
さ
ま
じ
い
も
の

が
あ
る
。

本
書
は
、
当
時
レ
ル
ヒ
少
佐
を
受
け
入
れ

た
高
田
師
団
長
長
岡
外
史
の
孫
の
長
岡
忠

一

氏
の
筆
に
な
る
だ
け
に
、
極
め
て
リ
ア
ル
に
、

少
佐
と
受
入
れ
側
高
田
師
団
双
方
の
非
常
な

熱
意
に
よ

っ
て
、
我
が
国
に
ス
キ
ー
が
根
を

お
ろ
し
て
い
く
過
程
が
え
が
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
興
味
深
く
読
ん
だ

の
は
、
少
佐
が
単
に
ス
キ
ー
技
術
を
教
え
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、
積
雪
期
登
山
の
技
術
を
も

教
え
、
自
ら
も
い
く

つ
か
の
ス
キ
ー
登
山
を

試
み
、
明
治
四
十
四
年
四
月
に
は
、
横
浜
在
　
＞

住
の
ク
ラ
ッ
ツ
ァ
ー
氏
と
富
士
山
の
九
合
目
　
１２

に
達
し
、
五
月
に
は
妙
高
山
、
翌
年
四
月
に
　
＜

は
羊
蹄
山
の
登
頂
に
成
功
す
る
な
ど
、
日
本

の
積
雪
期
登
山
の
歴
史
に
極
め
て
重
要
な
足

跡
を
残
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会
の
創
立
が
明
治
二
十
八
年
で

あ
り
、
北
海
道
や
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
大

学
山
岳
部
が
足
跡
を
印
し
始
め
る
の
が
大
正

の
半
ば
過
ぎ
か
ら
だ
か
ら
、
少
佐
の
記
録
に

は
驚
か
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ

た
ス
キ
ー
が
、
紆
余
曲
折
を

へ
て
大
ブ
ー
ム

を
迎
え
て
い
る
次
第
だ
が
、
皮
肉
に
も
レ
ル

ヒ
少
佐
の
志
し
た
方
向
と
は
違
い
、
ず
い
ぶ

ん
偏

っ
た
発
展
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ス
キ
ー
人
口
の

一
体
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
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書 籍・雑誌 受入報告 1993年 6月

著   者 書 名/雑誌名 版型・ページ   出版元 出版年 寄贈/購入別

北大山の会

上村信太郎

アンタークティックウォーク南極点、探検隊

平野武利

茅野義博

安雲村教育委員会 (編 )

鈴木弘道

不破哲三

木原浩

小荒井実

原真

簑浦登美雄 (編 )

鷹沢のり子

牧潤一

木原浩

ビスタリ・トレック・オブ・ワセダ

UIAA
UIAA
Pyrenaica

Pat Ament

A.Salkeld&SInith

Albi Sole

John Long

Andrew Em.bick

Jennifer Abrorrlowitz

David Bo A.Jones

もうひとつのヒムルンヒマール (登山報告書)27× 19/147 pp  北大山の会

エベレストで何が起きているか 一エーデルワイスプック05-18× 12/253 pp  山と渓谷社

南極環境調査報告書 (1991-1993)     26× 19/354 pp  南極点探検隊

写真集・山頂にて 一中央沿線0山からのパノラマ~ 18× 26/155 pp  山と渓谷社

写真集・高尾山 一高尾の森が帰ってきた !-19× 25/     山と渓谷社

地図でみる安雲村の昔と今 ―明治末期・平成全図―          安雲村役場

山の高さ ―測量技術発展史 。標高データー 19× 14/279 pp  日本測量協会

回想の山道 ―私の山行ノートから-    19× 13/276 pp  山と渓谷社

高山植物 (山渓フィール ドブックス7)   19× 12/303 pp  山と渓谷社

湿原の花と山 一吾妻連峰・飯豊連峰・他 - 24× 18/143 pp  歴史春秋社

頂上の旗 一生と死のあるところ一 (新版) 19× 14/310 pp  悠々社

季刊 山の本  (第 4巻)         21× 15/144 pp  白山書房

山歩き始めました 一初心者へのメッセージー 19× 13/261 pp  山と渓谷社

山の絵教室 (楽 しい独学シリーズ)     26× 18/11l pp  日貿出版社

尾瀬 (山渓山岳写真選集)         30× 22/11l pp  山と渓谷社

アマの首飾り               21× 21/153 pp  稲門山岳会

Federacion Espanola de MOntanismo(1991) 22× 16/349p-560 p UIAA

Federacion Espanola de Montanismo(1992) 22× 16/181p-378 p UIAA

Vascos en el I:Iilnalaya 1974-1992        29× 22/262 pp    E.Li F.

Master of ROck― A、 Lighthearted Walk of  9/v lA/1。2 nh
John Gill―                           “‐/｀・ V′・υυ yy Adventure'sM.P。

Diadem S.C.Books

Rocky Mt.Books

Chockstone Press

Valdez Alpine B.

J.Abrorrlowitz

Vision Poster C.

著者寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

編集者寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

村井葵氏寄贈

S.G.IoM.寄贈

SoGoIoM.寄贈

S.GIM。 寄贈

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1991

1992

1992

1992

1990

1988

1989

1989

1990

1991

10)ne Step in the C10uds                24× 16/1056 pp

Wter Fall lce(2 nd Edition)           22× 14/128 pp

How to ROck Clim.b!               23× 15/160 pp

Blue lce&Black Gold         23× 16/129 pp

WOmen Outd00rs― The Best 1900 Books- 27× 21/179 pp

The Power of Clilnbing ―Interviews   ,。 Y9R/1。 l nn
Photography一                        ″υ/｀ “υ′ユυムyy

が
山
に
登
り
、
新
雪
を
踏
ん
だ
経
験
が
あ
る

だ
ろ
う
。
ほ
と
ん
ど
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
自
然

に
ふ
れ
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
な

く
、
リ
フ
ト
を
降
り
る
と

一
日
散
に
滑
り
降

り
る
こ
と
の
繰
り
返
し
で
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
流
れ
る
け
た
た
ま
し
い
騒
音
に
、
梢
を
打

つ
風
の
う
な
り
声
を
聞
く
こ
と
も
な
く
、
都

会

へ
帰

っ
て
し
ま
う
。
自
然
を
押
し
退
け
て

都
会

の
設
備
と
雰
囲
気
を
持
ち
込
ん
だ
ス

キ
ー
場
に
人
気
が
集
ま
り
、
何
の
た
め
に
都

会
を
離
れ
て
ス
キ
ー
に
行
く
の
か
首
を
傾
げ

て
し
ま
う
。
レ
ル
ヒ
少
佐
も
墓
の
中
か
ら
日

本
の
こ
ん
な
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
を
呆
れ
顔
で
眺

め
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
九
九
二
年
　
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

社
発
行
　
　
　
　
　
　
（山
本
健

一
郎
）

平
野
武
利
著

『山
頂
に
て
』

―

中
央
沿
線

ｏ
山
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ

「晴
天
に
恵
ま
れ
て
頂
上
に
立

つ
。
ス
ッ
キ

リ
連
な
る
山
々
に
囲
ま
れ
、
そ
の

一
つ
一
つ

の
山
の
名
を
親
し
く
呼
び
か
け
る
」

こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
ユ
ニ
ー
ク
な
山

岳
パ
ノ
ラ
マ
写
真
集
が
出
版
さ
れ
た
。

池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ビ
ル
屋
上
か
ら
の

パ
ノ
ラ
マ
か
ら
始
ま
り
、
中
央
沿
線
の
山
々

か
ら
の
展
望
写
真
を

一
五
〇
ペ
ー
ジ
余
り
に

ギ

ッ
シ
リ
と
詰
め
込
み
、
可
能
な
限
り
の
山

名
解
説
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。
個
々
の
パ
ノ
ラ

マ
写
真
は
そ
の
す
べ
て
が
モ
ノ
ク
ロ
、
無
限

遠
に
近
い
遠
く
の
山
々
ま
で
も
豊
麗
な
階
調

と
共
に
小
さ
な
稜
線
、細
か
な
谷
筋
な
ど
、
も

ら
さ
ず
写
し
と

っ
て
い
る
。
赤
外
線
フ
ィ
ル

ム
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
駆
使
し
た
技
術
は
、
カ
ラ
ー

写
真
以
上
に
山
の
色
感
を
表
現
し
て
い
る
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
平
野
氏
は
既

成
の
カ
メ
ラ
の
性
能
に
あ
き
た
ら
ず
、
二
台

の
手
作
り
ヵ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

か
つ
て
三
水
会
の
席
上
で
見
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
の
う
ち
の

一
台
、
サ
ン
シ
ャ
９０
は
木

製
革
張
り
の
ボ

ッ
ク
ス
カ
メ
ラ
、
温
か
い
血
　
＞

の
通

っ
た
手
触
り
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
著
者
　
１３

の
専
門
印
刷
写
真
技
術
を
さ
て
お
い
て
も
、
　

＜

そ
の
情
熱
、
意
欲
を
十
分
に
表
現
さ
れ
た
と

思
え
る
。

山
頂
に
立

っ
て
い
き
な
り
「あ
の
山
は
？
」

と
聞
か
れ
、
戸
惑
う
こ
と
の
多
い
私
ど
も
に

と

っ
て
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
代
わ
り
に
も
な

り
、
中
高
年
登
山
者
に
と

っ
て
は
特
に
重
宝

な
写
真
集
で
あ
る
。
山
を
変
え
、
場
所
を
変

え
て
の
続
刊
が
期
待
さ
れ
る
。

一
九
九
二
年
六
月
二
十
日
　
山
と
渓
谷
社

刊
　
Ｂ
５
判
横
開
き
　
一
五
五
ペ
ー
ジ

定
価
二
、
三
〇
〇
円

　

　

（勝
田
房
治
）

次
代

に
残
そ
う
美
し
い
山
と
漢
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分類番号   発   行   者

日本山岳会所蔵山岳地図目録 5 ヒマラヤ (5)

A官製 B個人、団体 aシ リーズ b単作 C付録

発行年  地     図     名

d概念図 eその他

縮 尺

A3-3a
B3-3b
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-3a
B3-3d
B3-3d
B3-3d
B3-3d
B3-3d
B3-3d
B3-3d
B3-3d
B3-3d
B3-3d
B3-3a
B3-3d
B3-3d
B3-3d
B3-3c
B3-3d
B3-3d
A3-3b
B3-3b
B3-3b
A3-3b
B3-3a
B3-3a
B3-3a
B3-3a
B3-3a
B3-3b
B3-3b
B3-5b
B3-5b
B3-3b
B3-3b
B3-3b
B3-3b
B3-4b
B3-4b
B3-4b
B3-4b
B3-4d
B3-4d
B3-5b
B3-6b

Survey Departrrlent of Nepa1        1987

NEPAL by T.Hagen           1961

Survey I)epartlnent oflNepa1       1985

GSGS                   1953
do.                        1953

Survey Depart】 m.ent of Nepa1        1985

do。                            1985

do。                           1985

地形図研究グループ 岳人 238号     1967
dO.    岳人 235号    1967
dO.    岳人 234号    1967
dO.    岳人 233号    1967
dO.    岳人 231号    1967
dO.    岳人 230号    1967

MANDALA MAPS          1971
do.                 1971
do。                         1971

do。                         1971

J.Tyson RGS              1967
H.Gurung                1968

薬師義美 関西登行会         1971
AInerican IIirrlalayan Exped.1959   1960

川喜田二郎 山岳 54年        1959
薬師義美               1965
薬師義美               1965
GSGS                   1953

日本山岳会マナスル登山隊       1956
慶応大学隊              1964
GSGS                   1953
Eo Schneider                    1974

do.                            1968

do.                        1974

do.                        1974

do.                            1965

RGS                   1961
RGS                   1975
RGS                   1925

中国科学院蘭州氷川凍土沙漠研究所   1977
Bo Washburn National Geographic Society 1988

RGS                   1935
E.Schneider DAV,OAV        1957

Bo Washburn SSAF               1991

東部ネパール学術調査隊 山岳 59年   1964
SSAF                   1950
SSAF
K.Wien DAV,OAV          1932

吉沢一郎 岩と雪 26号        1972
Mo WardlRGS                      1966

中国地図出版社            1990
中国科学院蘭州氷川凍土研究所     1983

NEPAL Adlrlinistrative

Nepal Reliefkarte

GEOLOGY OF NEPAL
NEPAL EAST WEST SHEET
NEPAL WEST EAST SHEET
NEPAL WESTERN SHEET
NEPAL CENTRAL SHEET
NEPAL EASTERN SHEET

ネパールヒマラヤ 8西部 0カ ルナ リ地域

ネパールヒマラヤ 6西部・ カルナ リ地域

ネパールヒマラヤ5西部・ガンダキーカルナリ地域

ネパールヒマラヤ 4中部・ガンダキ地域

ネパールヒマラヤ 2東部・ コシ地域

ネパールヒマラヤ 1東部・ コシ地域

TREKKING MAP POKHARA TO JOMOSOMi

TREKKING MAP KATHMANDU TO POKHARA

TREKKING MAP KATHMANDU,GOSAINKUNO

TREKKING MAP LAMOSANGU TO MT.EVEREST

KANJIROBA HIMAL
ANNAPURNA AND DHAULAGIRI HIMAL

DHAULAGIRI HIMAL and ITS ENVIRONS

MUKUT HIMAL AND ENVIRONS
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ｏ会
務
報
告

七
月
定
例
理
事
会

日
　
時
　
七
月
八
日

（木
）
十
八
時
四
十
分

～
二
十

一
時

場
　
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

出
席
者
　
藤
平
会
長
、
中
村
副
会
長
、
小
倉
、

大
森
、大
倉
、村
井
、
山
口
、
松
浦
、
南
井
、

中
川
、
水
野
、
渡
辺
、
溝
口
、
伊
藤
、
堀
井

各
理
事
、
斎
藤
、
宮
下
、
重
廣
、
神
崎
各
常

任
評
議
員
、
川
崎
監
事

〔委
任
〕
鴫
原
副
会
長
、
片
岡
、
山
本
、
大

谷
各
理
事
、
西
村
、
湯
浅
各
常
任
評
議
員
、

中
島
監
事

◆
議
事

〔審
議
事
項
〕

一
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
写
真
展
の
写
真
パ
ネ

ル
に
つ
い
て
　
小
倉

読
売
新
聞
社
文
化
事
業
部
か
ら
写
真
展
終

了
後
、
写
真
パ
ネ
ル
の
取
扱
い
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
。
資
料
委
員
会
と
し
て

は
、
会
が
引
き
取
り
、
ル
ー
ム
に
場
所
が
な

い
の
で
、
大
町
山
岳
博
物
館
か
松
本
ア
ル
プ

ス
山
岳
館
に
委
託
し
た
い
。
　
　
　
　
承
認

（交
渉
の
結
果
、
松
本
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
に

決
定
し
た
。
）

二
、
東
宝
東
和
映
画

「
ク
リ
フ
ハ
ン
ガ
ー
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
試
写
会
に
つ
い
て
　
小
倉

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
を
舞
台
に
し
た

山
岳
救
助
映
画

（十
二
月
公
開
）
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ウ
を
会
主
催
で
開
催
し
、
社
会

貢
献
し
な
い
か
と
の
話
が
あ

っ
た
。
十
月
末

に
支
部
集
会
、
十
二
月
四
日
に
年
次
晩
餐
会

が
あ
る
の
で
、
お
断
り
す
る
。
　
　
　
承
認

三
、
雪
岳
山

（韓
国
）
国
際
交
流
環
境
体
験

登
山
、
後
援
に
つ
い
て
　
神
崎

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
で
、九
月
二
～
六
日
、
日
本
、

韓
国
、
中
国
、
中
華
台
湾
四
カ
国
の
青
少
年

を
募
集
し
て
体
験
登
山
と
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
う
が
、会
の
後
援
を
お
願
い
し
た
い
。

田
部
井
、
重
廣
会
員
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参

加
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

四
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
偵
察
隊
派
遣
に
つ
い
て

（青
年
部
）

村
井

九
月
に
二
名
派
遣
し
た
い
。
交
渉
の
窓
口

と
し
て
閉
西
洋
環
境
開
発
に
窓
口
業
務
を
委

託
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

五
、
海
外
登
山
基
金
委
員
会
に
つ
い
て
　
小

倉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

会
報
九
月
号
に
海
外
登
山
基
金
の
募
集
を

載
せ
る
の
で
、
高
所
担
当
理
事
は
九
月
理
事

会
ま
で
に
、
海
外
経
験
者
の
委
員
を
委
員
長

と
相
談
の
上
選
任
し
て
ほ
し
い
。

六
、

マ
カ
ル
ー
の
チ
ベ

ッ
ト
側
登
山
許
可
申

請
に
つ
い
て
　
渡
辺

高
所
委
員
会

（七
月
六
日
審
議
）
で
は
、

九
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
登
山
許
可
申
請

を
し
た
い
。
会
長
①
現
在
、
募
金
に
た
い
す

る
社
会
環
境
が
余
り
に
も
き
び
し
い
。
②
北

面
の
登
山
ル
ー
ト
の
調
査
研
究
。
③
登
山
料

の
金
額
、
隊
の
規
模
な
ど
を
検
討
の
上
、
中

止
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
三
点
を
考
慮
に

入
れ
、
登
山
申
請
を
す
る
。
　
　
　
　
承
認

〔報
告
事
項
〕

一
、
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ
川
探
検
隊

（二
月
理
事

会
で
後
援
を
承
認
）
の
隊
長
変
更
　
小
倉

会
長
が
中
村
進
会
員
か
ら
渡
辺
純

一
郎
氏

に
変
更
に
な

っ
た
。

二
、
会
員
募
金
に
つ
い
て
　
大
倉

四
月

一
日
～
六
月
二
十
日
で
三
二
〇
万
三

〇
〇
〇
円
の
募
金
が
あ

っ
た
。

三
、
「山
岳
」
編
集
内
容
に
つ
い
て
　
南
川

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
報
告
を
収
録
す
る
。

四
、
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
に
つ
い
て
　
松
浦

五
月
理
事
会
で
お
話
し
し
た
鳥
居
亮
会
員

の

「自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
実
験
」
を
申

請
す
る
。

◎
新
入
会
員
承
認
　
田
中
清
隆
他
二
十
六
名
。

〔各
委
員
会
報
告
〕

●
自
然
保
護
委
員
会
　
①
松
丸
委
員
の
要
望

に
よ
り
山
本
氏
か
ら
渡
米
中
の
岡
島
委
員
に

依
頼
し
て
、
自
然
保
護
関
係
の
洋
書
約
四
十

冊
を
入
手
。
代
金
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
の
予
算
で
支
払
い
、
管
理
は
図
書
管
理
委

員
会
に
お
願
い
す
る
。
②
四
カ
国
語
に
よ
る

「登
山

マ
ナ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
件
。
文

章
は
完
成
し
た
が
、
環
境
庁
の
予
算
の
関
係

で
発
行
は
年
末
と
な
る
。
そ
こ
で
夏
山
に
間

に
合
う
よ
う
に
、
本
会

で
簡
単
な
パ

ン
フ

レ
ッ
ト
と
し
て
印
刷
し

（三
万
部
）
、
中
国
、

韓
国
、
及
び
松
本
、
富
山
に
配
布
し
、
こ
れ

を
雛
形
に
各
地
で
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
と

し
た
。
経
費
は
約
十
五
万
円
。
予
算
の
出
所

は
未
定
。
七
月
十
五
日
ご
ろ
完
成
す
る
。

●
自
然
保
護
専
門
委
員
会
　
岡
島
委
員
の
帰

国
に
合
わ
せ
、
第

一
回
の
会
合
を
行
い
、
山

の
レ
ッ
ド

・
デ
ー
タ
ー
ブ

ッ
ク
の
作
成
と
ウ

オ

ッ
チ
を
行
う
な
ど
の
計
画
案
を
決
め
た
。

●
科
学
研
究
委
員
会
　
青
年
部
と
共
同
で

行

っ
た

「
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
」
は
全
員
登
頂
し

て
、
六
月
二
十
九
日
に
帰
国
。
観
測
器
は
四

分
の
三
が
倒
壊
。
デ
ー
タ
ー
ロ
ガ
も
四
台
中

一
台
の
み
記
録
が
残

っ
て
い
た
。
解
析
を
急

い
で
い
る
。

●
図
書
委
員
会
　
七
月
六
日
の
委
員
会
で
追

加
文
化
活
動
と
し
て
、
「山
の
本
シ
リ
ー
ズ
、

山
岳
書
、
古
本
屋
の
舞
台
裏
」
に
つ
い
て
、
　

＞

小
林
静
生
氏

（新
小
岩
駅
前
小
林
静
生
書
店
　
１６

店
主
）
に
講
演
を
お
願
い
す
る

（お
知
ら
せ
　
＜

欄
参
照
）
。

●
青
年
部
　
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
隊
壮
行
会

（六

月
二
日
）
、
谷
川
岳
合
宿

（六
月
五
～
六
日
）

講
話

「
マ
カ
ル
ー
山
群
を
巡
る
山
」
立
教
大

学
Ｏ
Ｂ
中
山
氏

（七
月
七
日
）
。

●
資
料
委
員
会
　
小
原
晴
子
会
員
か
ら
絵
画

一
点
「針
の
木
岳
雪
渓
」
（茨
城
猪
之
吉
作
品
）

の
寄
贈
を
受
け
た
。
近
日
ル
ー
ム
に
展
示
。

●
フ
ィ
ル
ム

ｏ
ビ
デ
オ
委
員
会
　
撮
影
会
を

十
月
十
六
～
十
七
日
、
中
央
ア
ル
プ
ス
宝
剣

岳
で
行
う
予
定
。　
一
般
募
集
三
十
名
。

◇
◇
◇
◇
◇

次
回
理
事
会
　
九
月
九
日

（木
）
十
八
時
三

十
分
よ
り
、
日
本
山
岳
会
会
議
室
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ｏ孝
員
会
運

◆
図
書
管
理
委
員
会

①
カ
ー
ド
方
式
か
ら
パ
ソ
コ
ン
方
式

へ
移
行

し
て
蔵
書
整
理
を
す
る
。
こ
の
作
業
期
間
は

約
二
年
だ
が
、
長
期
的
に
は
検
索
シ
ス
テ
ム

を
採
用
す
る
計
画
で
あ
る
。

②
不
要
な
図
書
を
処
分
す
る
。
重
複
本
の
ほ

か
、
当
図
書
室
蔵
書
と
し
て
不
適
当
な
本
を

整
理
処
分
す
る
。
こ
れ
は
図
書
室
が
手
狭
に

な
り
、
新
図
書
の
受
け
入
れ

。
整
理
が
困
難

に
な

っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

（水
野
勉
）

◆
山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

①
山
研
の
良
好
な
活
用
方
法
を
考
え
る
。

②
各
支
部
、
各
委
員
会
、
各
同
好
会
、
各
会

員
に
活
用
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

③
冬
季
対
策
や
雨
季
対
策
な
ど
の
未
整
備
部

分
の
工
事
を
実
行
す
る
。

④
初
年
度
の
利
用
状
況
と
管
理
運
営
の
分
析
。

⑤
開
所
時
・閉
所
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
討
。

⑥
毎
月

一
回
の
委
員
に
よ
る
巡
回
と
点
検
。

（溝
口
洋
三
）

◆
自
然
保
護
委
員
会

本
年
か
ら
活
動
を
よ
リ
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
や

り
や
す
い
よ
う
体
制
を
変
え
、
「自
ら
の
活
動

実
績
で
対
外
発
言
力
を
増
す
」
と
い
う
方
針

で
す
す
め
る
。
や
る
べ
き
こ
と
は
多
い
が
、全

て
に
は
力
が
届
か
な
い
の
で
、
各
委
員
の
や

り
た
い
テ
ー
マ
を
中
心
に
部
会
を
作
り
、
主

体
性
を
持

っ
て
動
く
こ
と
で
活
動
の
効
率
を

あ
げ
、
や
る
べ
き
こ
と
の
一
部
な
り
と
も
満

た
そ
う
と
考
え
て
い
る
。
部
会
の
例

（か

っ

こ
内
は
リ
ー
ダ
ー
）
を
あ
げ
る
と
①
ミ
ニ
コ

ミ
部
会

（近
藤
緑
）
②
海
外
文
献
部
会

（松

丸
秀
夫
）③
子
供
の
自
然
保
護
教
育
部
会
（市

川
義
輝
）
④
定
点
観
測
部
会

（木
名
瀬
亘
）

⑤
現
察
山
行
部
会
（横
山
隆
）⑥
森
部
会

（伊

藤
敵
）
⑦
鳥
海
山
部
会

（松
本
恒
広
）

（大
森
弘

一
郎
）

◆
自
然
保
護
専
門
委
員
会

日
本
山
岳
会
と
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

活
動
は
多
い
。
こ
の
た
め
自
然
保
護
委
員
会

と
協
力

。
補
完
し
あ
い
、
会
の
活
動
範
囲
と

活
動
実
績
を
ふ
や
す
目
的
で
、
新
た
に

「自

然
保
護
専
門
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。

や
り
た
い
こ
と
は
多
い
が
、
今
年
は
次
の

ニ
テ
ー
マ
を
中
心
に
す
す
め
る
。

①
日
本
ア
ル
プ
ス
の
自
然
保
護
重
要
地
点
を

選
び
、
数
年
の
長
期
に
わ
た

っ
て
空
陸
か
ら

そ
の
変
化
を
ウ
オ
ッ
チ
し
、
対
策
を
打
ち
出

す
。
②
若
年
の
自
然
保
護
指
導
者
の
養
成
を

行
う
。
こ
れ
に
は
約
二
十
名
を
山
岳
会
内
外

か
ら
選
び
、
座
学
お
よ
び
現
地
で
地
形

・
地

質

ｏ
動
植
物
な
ど
の
指
導
を
行
う
。

当
委
員
会
の
委
員
は
少
数
だ
が
、
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
広
く
協
力
者
を
求
め
て
す

す
め
る
考
え
な
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（大
森
弘

一
郎
）

◆
総
務
委
員
会

・
集
会
委
員
会

総
務
委
員
会
と
集
会
委
員
会
は
、
そ
の
性

格
上
、
錯
綜
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
は
明
確

に
仕
事
を
分
け
て
い
き
た

今
回
は
総
務
委
員
会
と
は
別
に
、
各
委
員

会
の
実
務
者
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
連
絡
会

を
設
け
た
。
当
面
は
九
十
周
年
の
準
備
が
目

標
で
あ
る
が
、
日
本
山
岳
会
全
体
の
問
題
に

対
し
て
も
、
意
見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と

思

っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
各
委
員
会

間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る

意
味
か
ら
い
っ
て
も
、
有
意
義
な
会
に
し
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
川
　
武
）

◆
科
学
委
員
会

当
委
員
会

の
委
員
は
三
十
五
名
で
あ
る

が
、
定
例
委
員
会

（毎
月
第
四
水
曜
日
）
の

常
時
出
席
者
は
十
名
前
後
で
あ
る
。
今
後
の

活
動
の
活
発
化
の
た
め
に
、
若
い
会
員
の
参

加
と
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
切
望
さ

れ
て
い
る
。
平
成
五
年
度
の
活
動
は
、
気
象

報
告
会

（十
月
十
六
日
）
、
雪
崩
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（十
二
月
十

一
日
）
の
開
催
お
よ
び

マ
ッ

キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
活
動

へ
の
支
援
で
あ

る
。
恒
例
の
探
索
行

（明
谷
）
は
計
画
中
。

（松
浦
祥
次
郎
）

◆
学
生
部

学
生
部
と
し
て
は
、
内
輪
だ
け
で
ま
と

ま

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
加
盟
し
て
い

る
大
学
同
士
が
交
流
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
い
。
ま
た
、
各

大
学
山
岳
部
の
記
録
を
集
め
、
保
存
じ
、
今

後
の
活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
に
務
め
る
。

（山
本
宗
彦
）

●

ル
‥
ム
日
詭

１

日

５

日

６

日

７

日

８

日

１２

日

１３

日

１４

日

１５

日日

２０

日

２８

日

３０

日

27 26 23 22 21
日 日 日 日 日

学
生
部

総
務
委
員
会

図
書
委
員
会
　
高
所
委
員
会
　
ア
ル

パ
イ
ン

ｏ
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

青
年
部

常
務
理
事
会
　
理
事
会

資
料
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン

・
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ

フ
ィ
ル
ム

・
ビ
デ
オ
委
員
会
　
二
火

会

（前
女
懇
）

山
研
委
員
会
　
総
務
委
員
会
　
集
会

委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

自
然
保
護
委
員
会
　
学
生
部
　
　
　
　
１７

資
料
委
員
会
　
総
務
委
員
会
　
　
　
　
＜

フ
ィ
ル
ム

ｏ
ビ
デ
オ
委
員
会
　
ア
ル

パ
イ
ン

・
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

三
水
会

学
生
部

青
年
部

資
料
委
員
会
　
連
絡
委
員
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
委
員
会
　
自
然
保
護

委
員
会
　
青
年
部

科
学
委
員
会
　
総
務
委
員
会
　
集
会

委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン

ｏ
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ

ブ

７
月
来
室
者

５５７
名

(6月 )
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こ
の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

◆
山
の
本
の
シ
リ
ー
ズ

（
一
）
講
演
会

雨凶
童
軍
李
言
貝
〈
〓

山
岳
書

・
古
本
屋
の
舞
台
裏

小
林
静
生

十
月
二
十
八
日
囚
六
時
半
～

山
岳
会
ル
ー
ム

本
シ
リ
ー
ズ

（三
）
、

（三
）
と
続
く
予
定

◆
全
国
支
部
大
会

錦
繍
の
奥
秩
父

・
木
暮
理
太
郎
翁
を
偲
ん
で

山
梨
支
部

平
成
五
年
度
の
全
国
支
部
大
会
は
、
秩
父

の
増
富
温
泉
郷
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
十
月
二
十
三
日
Ш
～
二
十
四
日
日

場
　
所
　
山
梨
県
北
巨
摩
郡
須
玉
町

・
増
富

温
泉
郷

日
　
程
　
二
十
三
日
　
●
受
付
　
午
後

一
時

～
四
時
　
同
温
泉
郷
不
老
閣

（大

会
本
部
）
●
前
夜
祭
　
午
後
五
時

～
九
時
　
増
富
小
学
校
体
育
館

（開
会
式
　
講
演
会
）
二
十
四
日
●

登
山
　
①
瑞
結
山
②
散
策
コ
ー
ス

（金
山
平
）

●
木
暮
祭
　
午
後
二

時
よ
り
金
山
平
の
木
暮
翁
碑
前
で

参
加
費
　
一
七
、
〇
〇
〇
円

申
　
込
　
●
九
月
二
十
日
ま
で
に
申
込
用
紙

等
を
各
支
部
事
務
局

（支
部
所
属

会
員
）
ま
た
は
本
部
事
務
局

（支

部
不
所
属
会
員
）
で
受
け
と
り
、

参
加
費
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
。振
込
先
は
申
込
用
紙
に
記
載
。

問
合
先
　
一Ｔ
４００
甲
府
市
青
沼
三
―
二
―
十
四

開
エ
ン
ド
ー
内

ｏ
日
本
山
岳
会
山

梨
支
部
事
務
局
　
電
話
〇
五
五
二

―
三
二
―
〇
六
六
六
　
土
日
夜
間

〇
五
五
二
―
三
二
―
六
六
八

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

ｏ
Ｏ
五
五
二
―
二
四
―
五

二
六
五

◆
「彩
画
山
影
」
出
版
記
念

松
田
敏
男
　
山
の
版
画

・
絵
画
展

日
　
時
　
九
月
二
十
四
日
０
～
十
月
九
日
Ш

十
時
二
十
分
～
午
後
六
時
三
十
分

（日
曜
休
廊
）

場
　
所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
百
号

（東
京
都
渋
谷

区
宇
田
川
町
三
―
五
―
四
　
オ
ー

ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
　
Ｆ
ｌ
　
電
話
〇

三
―
三
四
九
六
―
九
五

一
七

◆
山
の
自
然
学
現
地
講
座

自
然
保
護
委
員
会

東
京
学
芸
大
学

・
小
泉
武
栄
先
生
を
講
師

に
、
木
曽
駒
ヶ
岳
で
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
十
月
二
日
田
～
三
日
日

日
　
程
　
十
月
二
日
午
後
二
時
　
し
ら
び
平

駅
集
合

（飯
田
線
駒
ヶ
根
駅
か
ら

バ
ス
一
時
間
）

千
畳
敷
カ
ー
ル

山
頂

一
帯
を
観
察
し
、
三
日
午
後

二
時
現
地
解
散

参
加
費
　
二
、
〇
〇
〇
円

（交
通
費

ｏ
宿
泊

費
別
　
た
だ
し
テ
ン
ト

・
自
炊
も

可
）

申
　
込
　
葉
書
で
日
本
山
岳
会

・
自
然
保
護

専
門
委
員
会

・
河
西
瑛

一
郎
宛

先
着
二
〇
名
ま
で

（た
だ
し

一
〇

名
以
下
の
場
合
は
中
止
）

◆
二
王
子
岳
親
睦
登
山
会

越
後
支
部

二
王
子
岳
は
蒲
原
平
野
に
面
し
た
信
仰
の

山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
山
で
す
。
山
麓

の
二
王
子
神
社
か
ら
二
王
子
岳
（
一
、
四
三
〇

肝
）
頂
上
往
復
は
約
七
時
間
の
行
程
で
す
。

日
　
時
　
十
月
十
六
日
田
～
十
七
日
日

集
　
合
　
十
六
日
午
後
四
時
　
羽
越
線
新
発

田
駅
前
　
月
岡
温
泉
に
宿
泊

参
加
費

　
一
二
、
〇
〇
〇
円

（
一
泊
三
食
）

申
　
込
　
葉
書
で
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
宛

（〒
９５１
新
潟
市
営
所
通

一
番
町

学
生
書
房
方
）
先
着
七
十
名
ま
で

（担
当
　
山
田
　
勲
）

◆
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
と

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の

一ヌ
色ネ
細報
生
口〈
〓

科
学
研
究
委
員
会

昨
年
登
頂
に
成
功
し
た
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ

登
山
隊
の
気
象
と

マ
ッ
キ
ン
リ
ー

・
デ
ナ
リ

峠
に
設
置
し
た
気
象
観
測
器
械
の
状
況

・
結

果
に
つ
い
て
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
十
月
十
六
日
日
午
後

一
～
五
時

場
　
所
　
山
岳
会
ル
ー
ム

報
　
生
回　
①
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
の
気
象
と
天

気
図
解
析
＝
奥
山
巌

②
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
ＢＣ
、

Ｃ３
の
気

象
観
測
と
天
気
予
測
＝
飯
田
肇

③

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
気
象
観
測
＝

大
蔵
喜
福

◆
秋
の
撮
影
会

フ
ィ
ル
ム

・
ビ
デ
オ
委
員
会

中
央
ア
ル
プ
ス
宝
剣
岳
周
辺
で
撮
影
会
を

行
い
ま
す
。
稜
線
の
山
荘
に

一
泊
。
夕
景
と

朝
日
を
ね
ら
い
、
千
畳
敷
で
紅
葉
を
撮
る
予

定
で
す
。

日
　
時
　
十
月
十
六
日
田
泊
～
十
七
日
日

集
　
〈
口　
十
六
日
午
後
二
時
　
駒
ヶ
岳

ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
山
頂
駅
待
合
室
　
　
　
　
＞

参
加
費

　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

（
一
泊
二
食
、
　

１８

保
険
料
。
交
通
費
別
）
　

　

　

　

＜

申
　
込
　
葉
書
に
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、

会
員
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
し

フ
ィ
ル
ム

ｏ
ビ
デ
オ
委
員
会
宛
。

締
切
十
月
五
日
　
定
員
（三
十
名
）

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
参

加
者
に
は
詳
細
要
項
を
返
信
。

◆
自
然
保
護
に
関
す
る
図
書
紹
介
の
集
い

自
然
保
護
委
員
会

本
会
図
書
室
に
山
の
自
然
保
護
関
係
の
洋

書
五
十
四
冊
が
入
り
ま
し
た
。
岡
島
成
行
会

員
が
渡
米
中
に
選
ん
で
く
だ
さ

っ
た
も
の

で
、
書
籍
名
は
次
号
会
報

（五
八

一
号
）
の

「
図
書

ｏ
雑
誌
受
入
報
告
」
に
掲
載
の
予
定

で
す
。
こ
の
書
籍
の
紹
介
を
行
い
ま
す
の
で
、

場 日 講 テ
|

所 時 師 マ

題∋)3234-6659
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ご
参
集
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
十
月
二
十
二
日

（金
）
午
後
七
時

場
　
所
　
山
岳
会
ル
ー
ム

◆
山
の
破
壊
を
見
る
―
武
甲
山

自
然
保
護
委
員
会

奥
武
蔵
の
名
山
「武
甲
山
」
（
一
三
二
六
肝
）

は
全
山
石
灰
岩
の
山
で
あ
る
た
め
に
、
切
り

崩
さ
れ
、
今
は
見
る
影
も
な
い
姿
に
な

っ
て

い
ま
す
。
山
頂
か
ら
作
業
現
場
を
見
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
　
時
　
十

一
月
十
四
日

（
日
）

コ
ー
ス
　
西
武
池
袋
―
西
武
秩
父
―
タ
ク
シ

ー
ー
生
川
―
武
甲
山
―
飯
盛
山
の

頭
―
浦
山
ロ
ー
生
花
畑
―
西
武
秩

父
―
西
武
秩
父
（歩
程
約
五
時
間
）

集
　
〈
口　
西
武
秩
父
駅
九
時

（西
武
池
袋
駅

七
時
十
六
分
発

・
特
急
西
武
秩
父

行
き
、
ま
た
は
七
時
二
十
分
発

レ
ッ
ド
ア
ロ
ー
号
に
乗
車
の
こ
と
）

参
加
費
　
約
二
、
五
〇
〇
円

（交
通
費
、
保

険
料
）

申
　
込
　
葉
書
に
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、

会
員
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
し

自
然
保
護
委
員
会
宛
　
締
切
十

一

月
五
日
。
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

は
お
断
り
し
ま
す
。

◆
「
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
「山
岳
自
然
保
護
活
動
」
基
金
の
た
め

ヒ
マ
ラ
ヤ
大
型
絵
葉
書
を
頒
布

科
学
研
究
委
員
会

自
然
保
護
専
門
委
員
会

「
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

は
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
頂
上
直
下
に
気
象
観
測

装
置
を
設
置
し
、
山
岳
気
象
の
実
態
を

つ
か

み
、
今
後
の
登
山
の
安
全
に
役
立
て
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
本
年
六
月
に
も
設
置
に
登

っ

て
き
ま
し
た
。
「山
岳
自
然
保
護
活
動
」
は
、

登
山
者
個
人
に
よ
る
小
さ
な
破
壊
か
ら
、
開

発
行
為
に
よ
る
大
き
な
破
壊
ま
で
、
様
々
な

問
題
に
対
し
て
、
終
り
の
な
い
種
々
の
活
動

を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
た
め

の
基
金
と
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
大
型
絵
葉
書

を
頒
布
し
、
利
益
の
全
て
を
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
大
型
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

（ヒ
マ
ラ
ヤ
空
中
散

歩
―
エ
ベ
レ
ス
ト
、

マ
カ
ル
ー
等
九
座
、
撮

影

・
大
森
弘

一
郎
）
十
枚
組
二
、
〇
〇
〇
円

（税
込
）
●
申
込
／
日
本
山
岳
会
事
務
局
に

ご
送
金
く
だ
さ
れ
ば
発
送
い
た
し
ま
す
。

◆
「山
岳
総
合
索
引
」
購
入
の
お
す
す
め

「山
岳
総
合
索
引
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
「山

岳
第

一
年
第

一
号
」
（
一
九
〇
六
年
＝
明
治
三

九
年
）
か
ら
「第
八
十
五
年
」
（
一
九
九
〇
年
）

ま
で
全

一
四
三
冊
の
索
引
で
す
。

①
山
名

・
山
域
名

ｏ
地
名
　
②
個
人
名
ｏ

団
体
名
　
③
事
項
名
の
二
部
か
ら
な
り
、
登

山
記
録
や
登
山

コ
ー
ス
、
会
員
動
向
、
民
族
、

歴
史
、
地
理
そ
の
他
、
「山
岳
」
収
録
の
す
べ

て
の
記
事
を
容
易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
残
り
部
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
い
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
例
と
し
て
、
平
成
六
年
二
月
末
ま
で
の

期
間
内
、
三
回
の
分
割
払
い
も
可
と
し
ま
す
。

●
会
員
特
別
価
格

一
八
、
〇
〇
〇
円

（市
販

価
格
二
七
、
八
〇
〇
円
）
●
均
等
三
回
分
割

払
い

（
一
回
六
、
〇
〇
〇
円
、
期
間
内
の
随

時
三
回
払
い
）

●
申
込
／
日
本
山
岳
会
事
務
局

（送
金
は
郵

便
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
）

（大
森
久
雄
）

■
会
員
異
動

▼
物
故
　
渡
辺
宏
之
（七
九
七
四
）
５
ｏ６
ｏ
２９

▼
退
会
　
パ
ラ
デ
ィ
ー
プ

（九
五
八
四
）
５

ｏ
７
ｏ
３１
　
篠
塚
貞
雄

（六

一
三
八
）
５
ｏ
７
ｏ

３１
　
サ
ウ
ア
ー

（
一
〇
八
五
四
）
５
ｏ
７
ｏ
３１

仙
土
俊

一
（九
七
〇
〇
）
５
ｏ
７
ｏ
３１
　
▼
改

姓
　
田
畑
昌
子
（
一
〇
〇
八
七
）
↓
堀
田
昌
子

▼
終
身
会
員
　
松
本
宏

（七
五
六
九
）
　
　
　
＞

■
訂
正
　
五
七
九
号

（八
月
号
）
十
九
ペ
１
　
１９

ジ
除
籍
者
を
除
籍
予
定
者
、
五
五
八
七
慶
応
　
＜

大
学
を
鹿
児
島
大
学
に
。
五
七
八
号

（七
月

号
）
十
八
ペ
ー
ジ
新
人
会
員

（復
活
）
１
１

９
９
８
年
２
月
を
５
月
に
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

平
成

五
年

度

「海

外

登

山

基

金

」

申
込
方
法

所
定
の
様
式

（本
会
事
務
所

副朗
成

菫̈
早
Ш
詳
Ｈ

． 国
真
”畦

庁
登
山
委
員
会
　
　
　
　
』
』
呻
“
¨
証
け

て
（

さ
い
け
細
¨
「

平
成
五
年
度
の
海
外
登
山
基
金
に
よ
る
　
申
込
締
切
　
平
成
五
年
十
二
月
末
日

助
成
登
山
計
画
の
募
集
を
左
記
の
通
り
行
　
審
査
な
ら
び
に
交
付
の
時
期
　
平
成
六
年

い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
一
月
中
に
審
査
を
行
い
、
二
月
の

記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会
で
決
定
し
、
二
月
中
旬
～

対
象
　
平
成
六
年
二
月

一
日
～
平
成
七
年
　
　
　
　
一二
月
末
ま
で
に
交
付
し
ま
す
。

一
月
末
に
出
発
す
る
登
山
隊
。
会
　
　
　
　
な
お
、
交
付
金
額
は
二
五
〇
万
円

員
の
推
薦
が
あ
れ
ば
、
隊
の
規
模
　
　
　
　
（金
利
の
低
下
に
よ
り
平
成
五
年

の
大
、
小
は
問
い
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
度
予
算
計
上
額
よ
り
減
）
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